
平成２８年度使用

中 学 校 教 科 用 図 書 の

選 定 に 必 要 な 資 料

島根県教育委員会



Ａ 東京書籍 Ｋ 帝国書院

Ｂ 大日本図書 Ｌ 大修館書店

Ｃ 教育図書 Ｍ 新興出版社啓林館

Ｄ 開隆堂出版 Ｎ 数研出版

Ｅ 学校図書 Ｏ 日本文教出版

Ｆ 三省堂 Ｐ 学研教育みらい

Ｇ 教育出版 Ｑ 自由社

Ｈ 教育芸術社 Ｒ 育鵬社

Ｉ 清水書院 Ｓ 学び舎

Ｊ 光村図書出版

各発行者記号は、次のとおりである。



「選定に必要な資料」の観点は以下のとおりである。

観 点 説 明

１ 内容、程度、分量等 記述された内容、程度が、児童の発達の段階に適合しているか。また、分量が適切

であるか。

２ 教材の選択や構成等 取り上げられた教材の選択や構成は、学習を効果的に進めるために適切なものにな

っているか。

３ 興味・関心を高める工夫 児童が興味・関心をもって学習できるように工夫されているか。

４ 教科の特性、県の実態や課題へ 各教科の特性が生かされ、島根県の実態や課題に適合しているか。

の適合等

５ 発展的学習、自学自習について 発展的に学習する手立てや家庭で自学自習できる工夫が盛り込まれているか。

の工夫

６ その他 観点１～５にあてはまらない内容やその他特筆すべき事項

総括 観点１～５及びその他についての記述を総合したその教科用図書の全体的な特徴等

※ 各観点の記述内容についての参照ページは，その特徴を捉えることができるページの一例を示している。
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

○本編の読み物資料が
精選され，資料編は本
編と比較し関連づけて
読める文章が収められ
ており，発展的な扱い
もできるよう工夫され
ている。
○１年｢スズメは本当
に減っているか｣
(p.98)，２年「説得力
のある提案をしよう」
(p.105)など，非連続
型テキストの読み方や
使い方を扱った学習材
を取り入れている。

○本編の「学びの扉」
の内容を，巻末基礎編
の「学びを支える言葉
の力」で詳しく学べ，
その後の学習材につけ
た力が使えるよう工夫
されている。
（1年p.70,230）
○３年「いつものよう
に新聞が届いた～メ
ディアと東日本大震
災」(p.184)など社会
的に話題となった事柄
と関連する学習材が取
り上げられている。

○「話す・聞く」「書
く」の領域では，学習
の手順の詳しい説明に
合わせ，構成例や報告
例，完成例など具体例
を示すことで，学習を
イメージしやすいよう
に配慮している。(1年
p.71-78)
○「話す・聞く」を
青，「書く」を緑，
「読む」を橙として，
領域ごとに使用する色
を決め，内容がわかる
ようにしている。(1年
巻末,p.195)

○巻頭の折り込みペー
ジでは，学習の進め方
や１年間の学習の流れ
を表や図を使って示
し，見通しをもって学
習に取り組めるように
工夫されている。
○「ウェビング」など
の思考ツールを使って
学習を進めたり，資料
編で「発想・整理の方
法」を紹介したりして
情報活用能力を育成す
るように工夫されてい
る。(1年p.72)

○巻末の基礎編，資料
編には，既習事項の確
認や練習問題，関連あ
る読み物等を掲載し，
家庭での自主学習にも
使えるよう工夫されて
いる。(1年p.229)
○日常の読書生活に役
立つ「読書案内」を設
け，学習材の関連図書
を紹介したり，資料編
で様々な読書活動を取
り上げたりしている。
(1年p.94,182)

○文法の学習は，
１年「単語分類マ
シン」(p.121)な
ど，本編で導入を
工夫し，基礎編
「文法解説」で詳
しく学べるように
している。
○資料編「言葉を
広げよう」では，
学習した内容に関
係ある言葉を集
め，語彙を増やす
工夫がされてい
る。(1年p.299)

○「てびき」は，付け
たい力を「言葉の力」
として説明し，付けた
力の確認ができるよう
にしている。巻末には
「言葉の力」を整理し
て表にし，３年間で系
統的に学ぶことがわか
るよう示されている。
○巻頭のカラーページ
や各単元の扉には，季
節感のある写真，四季
を味わう言葉や詩歌な
どを置き，感性を磨く
場としている。

Ｅ

○関連する複数の文学
的な文章で単元を構成
し，２年で戯曲作品を
取り上げるなど多様な
文章に触れられるよう
工夫されている。(2年
p.134)
○「読む」学習材で学
習したことと関連付け
てその後の「話す・聞
く」「書く」領域の言
語活動が設定され，単
元を貫く言語活動が行
えるよう工夫されてい
る。(1年p.143-148)

○各学年とも，同じタ
イトルの５つの単元で
くくり，学年段階に応
じた学習材が配置され
ている。各単元で選択
教材を補充発展的に扱
えるよう工夫されてい
る。(1年p.22)
○「発見する読み」で
説明されている読解の
手法を実際に使って読
めるよう，そのすぐ後
に学習材が配置されて
いる。(1年p.38)

○言語の学習のページ
には全学年同じキャラ
クターを登場させた
り，古典教材の資料と
して絵本や漫画を取り
上げたりと学習材を身
近に感じさせるよう工
夫されている。(1年
p.48)
○３年では，古典作品
の最後に「遠野物語」
を紹介し，古典作品と
日常の読書生活をつな
ぐよう配慮されてい
る。(3年p.185)

○各学年の「情報と表
現」では，演習を進め
ながら，表現の特色に
ついて考えを深められ
るよう活動が工夫され
ている｡(2年p.85,253)
○読書案内では, 作品
を羅列するのではな
く，関心のあるものや
読んでみたいものを探
せるように工夫されて
いる。(1年p.282)

○「学びの窓」は「読
む前に」「読み深め
る」「まとめ」と読み
の段階によって課題が
設けてある。課題もス
モールステップで，書
き込めるようになって
いるため自学自習で取
り組みやすくなってい
る。(1年p.20)
○詩の学習では，比較
読みができるよう同じ
作者の作品が複数紹介
されている(1年p.79,2
年p.63,3年p.71)

○３年では日本語
を表す文字として
点字，手話や指文
字を取り上げ，文
字について視野を
広げる工夫がされ
ている。(3年
p.251)
○巻末では「語
句・語彙の学習」
として解説を付
し，調べたり確認
したりできるよう
になっている。(1
年p.291)

○各単元におかれた
「選択教材」には新出
漢字がなく，進度や生
徒の実態に合わせた取
扱ができるよう配慮さ
れている。
○「学びの窓」の「つ
いた力を確かめよう」
を用いて，「言葉の
力」「考える力」「知
識や技能」の３つの観
点で学習を振り返り，
自己評価することがで
きる。(1年p.21)
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

【国語】No.１



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

F

○「読む」領域では，
文学的文章を精選し配
置しており，近代の作
家については，作家の
他の作品に読み広げら
れるよう読書案内が工
夫されている。(1年
p.206)
○「書く」領域では，
情報整理の方法などス
キルが学べたり，手紙
やはがきの種類につい
て紹介したりし，日常
生活に役立つよう工夫
されている。(1年
p.47,2年p.197)

○「読む」領域では，
各学習材に「読み方を
学ぼう」を置き，文章
を読むときのスキルを
まとめて図示し，読み
が深まるよう工夫され
ている。
（1年p.32,64,88）
○「話す・聞く」の学
習材全てで，様々な形
のグループ活動を設定
し，協同して学習を進
めることで，考えを広
げたり,深めたりでき
るよう工夫されてい
る。

○即興劇(1年p.188)や
古典の超訳(2年p.106)
など，生徒が意欲的に
表現を工夫できるよう
な学習材が選定されて
いる。
○古典の学習には，写
真や絵を多用し，配色
を工夫し，本文だけで
なく古典に描かれてい
る世界観も楽しめるよ
う工夫されている。(2
年p.95)

○資料編には，「読書
の広場」の中に「情報
探しのヒント」「情報
活用のヒント」という
ページを設け，図書館
などを使った情報活用
について具体的な方法
が紹介されている。(1
年p.234,236)
○巻頭には領域別教材
一覧表をマトリックス
で整理し，生徒が見通
しをもったり，振り
返ったりしながら，学
習に取り組めるよう工
夫されている。

○新出漢字について，
脚注には本文の用例通
りに記し，巻末の「○
年生で学ぶ漢字辞典」
にまとめており，自学
自習に利用できるよう
に設定されている。
○発展的学習として設
定された「学びを広げ
よう」では，２つの課
題が示されている箇所
があり，生徒が選択し
たり，進度の速い生徒
は両方を行ったりでき
るようになっている。

○資料編に「学習
用語辞典」を掲載
し，学習活動に役
立つ用語をまと
め，詳しい解説を
つけている。(1年
p.282)
○資料編では学年
段階に応じて，
様々な思考ツール
を使い方とともに
紹介している。(1
年p.260,2年
p.266,3年p.256)

○「学びの道しるべ」
として学習の流れを示
すとともに，「読み方
を学ぼう」という読み
方のスキル学習を効果
的に配置し，生徒の主
体的な学びにつながる
よう工夫されている。
(1年p.63,64)
○「話す・聞く」「書
く」の教材では，本文
にアイコンをつけて下
段のまとめを見たり，
巻末の参考資料で詳し
い解説を読んだりでき
る。(1年p.46)

Ｇ

○各学年の説明的な文
章では，比べ読みでき
るよう複数の学習材を
配置し学年段階に応じ
た批判的な読みの態度
が養われるよう工夫さ
れている。(1年138,2
年p.152,3年p.84)
〇巻末の「言葉の自習
室」に補充学習材を掲
載することにより，基
礎・基本の定着と同時
に，生徒の「自主学
習」「家庭学習」の充
実が図られるよう工夫
されている。

〇学習材末の「みちし
るべ」は，学習の進め
方や「ここが大事」と
して教材で学びたい読
みの手法が示されるな
ど，読みが深まるよう
工夫されている。(1年
p.39)
〇著名人の論説を学習
材に取り入れることに
より，生徒の興味・関
心を高められるよう工
夫されている。(2年
ｐ.54,3年ｐ.88)

〇文章と図表などを関
わらせて読むことで，
理解が深まる学習がで
きるような図版・写真
が取り上げられてい
る。(1年p.148)
○各学年とも巻末に折
り込みページを設け
て，古典作品に興味が
もてるよう紹介してお
り，伝統的言語文化の
学習が工夫されてい
る。また，写真など資
料を付して生徒の興味
喚起を図っている。

〇学習材末に関連図書
を紹介し，読書により
学習を深化，拡充する
よう工夫されている。
また，表紙写真ととも
に紹介することで図書
館で検索しやすいよう
工夫されている。
○各学年とも実際に表
現する活動を取り入
れ，メディアの特性に
ついて理解を深め自分
の表現に生かせるよう
な題材が選定されてい
る。(1年p.62)

〇巻末の「言葉の自習
室」に，多様な学習材
を掲載し，発展的学習
や自学自習に利用でき
るように工夫されてい
る。(1年p.279)
○巻末「学びのチャレ
ンジ」には，本編教材
での学習をふまえた応
用問題を設定してお
り，思考力，判断力，
表現力を高めるよう工
夫されている。(1年
p.328)

〇各学年とも巻頭
(ｐ.7)に「身につ
けたい言葉の力」
「教科書の構成」
を示し，国語の学
習を概観できるよ
う工夫されてい
る。
○読書単元で「作
品解説」や「作者
紹介」を資料とと
もに詳しく掲載し
ている。(1年
ｐ.130-133，3年
ｐ.146-149)

○比べ読みができるよ
う複数の説明的な文章
で単元を構成したり，
メディアの学習で，実
際に表現する活動を取
り入れたりするなど学
習材の選定が工夫され
ている。
(1年p.62,138)
○挿絵や写真を精選し
て掲載することによ
り，国語本来の文字
(あるいは音声)によっ
て伝えることを重視し
た記述になっている。
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　１　内容，程度，
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J

○１年の学習材は，身
近なことを扱ったもの
や物語，３年の学習材
は，社会に目を向けた
ものやより深い思考を
必要とするものという
ように，発達の段階に
応じた内容になってい
る。
○「話す・聞く」「書
く」の中心の学習材の
他に短時間で取り組め
る題材を設け，生活や
他の学習の場で生かせ
るよう工夫されてい
る。(1年p.40)

○説明的な文章は，社
会，文化，芸術，思想
など，幅広い分野の評
論や記録などになって
いる。また，各学年に
東日本大震災に関する
教材が入っている。(1
年p.73-77)
○１年最初の単元は，
声の出し方，ノートの
取り方，調べ方など中
学校国語の授業開きを
意識した内容となって
いる。(1年p.13)

○「話す・聞く」「書
く」の学習材末に，
「次につなげよう」が
あり，他の学習や委員
会活動など具体的に生
かせる場面を挙げ，生
徒の意欲を高める工夫
がされている。(2年
p.55,3年p.40)
○ノンフィクション作
品を取り上げ，読書や
社会への関心が高まる
ような題材が工夫され
ている。(1年p.190,2
年p.180,3年p.182)

○「読む」の学習材で
は目標に対する「学習
の振り返り」の観点が
工夫されており，自分
の言葉で何を学んだの
かをまとめるように
なっている。(1年
p.48)
○情報の集め方，吟
味，発信について，学
年で段階的に情報活用
能力の基礎を身に付け
ることができるように
なっている。(1年
p.60,2年p.59,3年
p.62)

○資料編には，下学年
の漢字の練習問題や文
法のまとめがあり，特
に１年では手書き風の
書体で書かれた漢字が
掲載され，漢字などの
定着に向けて配慮され
ている。(1年p.257,2
年p.238)
○「話す・聞く」「書
く」では，学習の流れ
とポイントを図示し，
これまでの学習を生か
し見通しをもって学習
できるよう工夫されて
いる。(1年p.36)

○読書案内では，
テーマ別に本を紹
介し，著名人が書
いた本の推薦文を
紹介するなど本の
読み方の参考にな
るよう工夫されて
いる。(1年p.93)
○巻末の折り込み
ページに文学的及
び説明的な文章
各々の用語の説明
があり，学習用語
が活用できるよう
工夫されている。

○「季節のしおり」を
適宜配置し，絵画とと
もに季節にまつわる詩
歌や暦の言葉などを紹
介することで，言語感
覚が養われるよう配慮
されている。（1年
p.35）
○「読む」学習材末に
「確認しよう」「読み
を深めよう」「自分の
考えをもとう」につい
て，それぞれ課題が設
定され，読解力をつけ
る手引きになってい
る。(1年p.33)
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Ａ

○１年が39ページ，２
年が33ページ，３年が
17ページ，資料が29
ページで，総ページ数
が127ページである。
○１年は毛筆教材が５
点，硬筆教材が３点，
硬毛共通教材が１点，
２年は毛筆教材が４
点，硬筆教材が３点，
硬毛共通教材が２点，
３年は硬筆教材が１
点，硬毛共通教材が１
点，思考・判断のため
の教材が３点である。
(p.82,92)

○すべての学年におい
て文字の学習，配列の
学習，生活場面におけ
る学習の順に単元が構
成されている。
○「二」「十」「口」
「人」という四つの基
本的な動きのパターン
から行書学習に入り，
他の文字へ応用するこ
とで，段階的に行書を
身に付けられるような
構成となっている。
(p.29)

○改善が必要な書字例
を示し，改善点を進ん
で考えられるように工
夫されている。
(p.8,25)
○学習を深める内容や
生活に密着した情報や
豆知識が折り込まれた
「しょしゃのたね」や
「しょしゃのつぼ」と
いうコラムが設けら
れ，興味を引くように
工夫されている。
(p.21,39)

○「生活に広げよう」
のページや「生活を豊
かにする」文字の単元
では学習過程を示し，
生徒が見通しをもって
学習に取り組めるよう
な工夫がなされてい
る。(p.26-27)
○職場訪問や防災訓練
など，地域社会と関わ
る活動に関する内容の
教材を取り入れ，地域
社会への関心を高める
きっかけとなるよう配
慮されている。
(p.72-78)

○「書くときのポイン
ト」をページ端に帯で
示し，どのようなこと
に気をつけて書けばよ
いか確かめながら学習
ができるようにしてい
る。(ｐ.10)
○日本及び中国の古典
を取り上げ，芸術書道
の学習へのつながりに
配慮されている。
(p.106-107)

○資料中に｢人名
用漢字表」を載
せ，生徒が自分の
名前を書くための
手本，手がかりと
して活用できるよ
うにしている。
(ｐ.123-128)

○１，２年で基礎的な
知識・理解に重点を置
き，３年でそれらを活
用して,目的に応じて
文字を書く技能を育て
るように工夫されてい
る。(p.8-9,86)
○判型がＡＢ判と幅が
広く，見開きのページ
を十分に生かして，大
きな写真や図版やイラ
ストによる資料を豊富
に使用した紙面構成と
なっている。(p.12-
13)

Ｅ

○１年が44ページ，２
年が32ページ，３年が
30ページ，資料が11
ページで，総ページ数
が120ページである。
○１年は毛筆教材が６
点，硬筆教材が４点，
２年は毛筆教材が６
点，硬筆教材が４点，
３年は毛筆教材が３
点，硬毛共通教材が１
点である。

○３年間を通して７章
で構成され，それぞれ
にねらいを表したタイ
トルが付けられ，見通
しをもって学習できる
よう工夫がされてい
る。(ｐ.1)
○１，２年では毛筆教
材の後に硬筆教材を配
置し，毛筆学習と硬筆
学習の関連を理解でき
る構成になっている。

○「書写の窓」では，
書写に関する疑問や学
習の留意点についての
まとめ，書体の歴史，
手紙のマナー，篆刻な
どを取り上げ，興味・
関心の幅を広げる工夫
がされている。
(p.3,26)
○「書写を生活に生か
そう」では，生徒作品
を写真で紹介し，具体
的なイメージをもちや
すいような工夫がされ
ている。(ｐ.87)

○場面に応じて書く学
習では，素材に清掃活
動や福祉体験学習を取
り上げ，学びと生活・
社会とのかかわりにつ
いて興味・関心を高め
る工夫がされている。
(p.71,88)
○「書写を生活に生か
そう」では，様々な筆
記具の紹介や学校行事
におけるレポートや礼
状や作文，宅配便の送
り状等を取り上げ，生
活に生きる書写の教材
を提示している。
(ｐ.86-93)

○縮小した手本に赤字
で筆順や注意点を付記
し，自分で確かめなが
ら学習ができるよう配
慮している。(p.10)
○１・２年とも学年末
に「確かめよう」で，
１年間の学びで気づい
たことを意識させて，
活用への意欲づけとな
るよう配慮している。
(ｐ.36-39,72)

○「篆刻を体験し
よう」では篆刻の
作り方や生徒作品
例が紹介され，文
字への興味や関心
を広げるよう配慮
されている。
(p.100,109)

○実際に練習したり，
作品を作ったりする活
動が中心となってい
る。(p.54,70)
○３年間を通して，社
会生活場面で文字を整
えて書く力を育成する
構成である。
(p.71,90)
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【書写】No.１

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｆ

○１年が35ページ，２
年が25ページ，３年が
7ページ，資料が39
ページで，総ページ数
が116ページである。
○１年は毛筆教材が６
点，硬筆教材が３点，
硬毛共通教材が２点，
２年は毛筆教材が５
点，硬筆教材が３点，
思考・判断のための教
材が１点，３年は硬毛
共通教材が１点，思
考・判断のための教材
が１点ある。

○１，２年とも「考え
よう・話し合おう」で
話し合いや考察を経て
から，主教材の学習へ
と進むよう編集されて
いる。(p.10,48)
○全学年で基礎的・基
本的な学習の単元の後
に，「生活に生かそ
う」の単元が配置さ
れ，身に付けた力をす
ぐに活用し，確実に定
着させる工夫がなされ
ている。

○行書の最初の教材で
は，制限時間内に書い
てみる活動を通して，
行書学習の意義をつか
めるように工夫されて
いる。(p.30)
○「書写の探検隊」と
いうキャラクターが学
習をナビゲートし，生
徒が見通しをもって学
習できるような配慮が
されている。
(p.18-19)

○３年｢生活に生かそ
う｣では，毛筆半紙作
品と硬筆作品とを並べ
た卒業記念冊子を作る
活動を設定し,３年間
の学習の積み上げを実
感できるような工夫が
されている。(p.74-
75)
○巻末資料編では，さ
まざまな場面や用途に
応じた書式が｢日常の
書式｣としてまとめら
れており,実生活や他
教科等で活用できるよ
う配慮されている。
(p.78-84)

○「書の名手たち」と
いうページでは，古典
と筆者が紹介され，芸
術書道への興味・関心
を高める工夫がされて
いる。(p.68)
○毛筆の学習では「書
いて確かめよう」とし
て学習内容を硬筆で確
認する活動を設け，生
徒が毛筆学習の予習や
復習に自主的に取り組
めるような工夫がされ
ている。(p.10)

○J-POPの歌詞を
書写した作品や筆
記具の進化，コン
ピュータ開発者の
逸話を取り上げ，
現代社会における
手書き文字の価値
について視野を広
げる工夫がされて
いる。
(p.28,92,裏表紙
裏）

○全般に，課題解決的
な編集となっており，
主体的に学習に取り組
める工夫がされてい
る。
○学習課題に対して生
徒が思考・判断するこ
とで基礎的・基本的な
技能が身に付けられる
ような工夫がされてい
る。(p.8)

Ｇ

○１年が56ページ，２
年が36ページ，３年が
13ページ，資料が27
ページで，総ページ数
が140ページである。
○１年は毛筆教材が６
点，硬筆教材が５点，
硬毛共通教材が１点，
２年は毛筆教材が６
点，硬筆教材が３点，
思考・判断のための教
材が２点，３年は毛筆
教材が２点，硬毛共通
教材が２点，思考・判
断のための教材が１点
ある。

○毛筆の学習が中心で
教材の数が多く，繰り
返し練習して確実に技
能を身に付け，硬筆で
知識・理解の定着をは
かる構成となってい
る。
○全ての毛筆教材の中
に，「ためし書き」
「まとめ書き」等，硬
筆の練習を取り入れ，
日常の書く活動につな
げる工夫がされてい
る。

○「文字は残る」「あ
の人が残した文字」の
ページでは，著名人の
実際の筆跡を紹介し，
書字についての興味・
関心を高めるような工
夫がなされている。
(p.34-35，66-67)
○クラス旗やクラスＴ
シャツ,卒業カレン
ダーなどといった身近
な場面に学習を生かせ
る例を取り上げて，興
味・関心をもてるよう
に工夫されている。
(p.94-95,110-111)

○「文字で心を伝えよ
う」のページでは，文
字や言葉によるコミュ
ニケーションや仲間づ
くりを考えさせる工夫
がされている。
(p.28,94)
○「暮らしの文字を支
える人々」や「社会で
生きる文字」では，学
びと生活・社会のつな
がりを具体的に示す工
夫がされている。
(p.56,100)

○補充教材集１，２で
教材を複数示し，興
味・関心や習熟度に応
じて生徒が選択し，学
習が深められるような
工夫がなされている。
(p.63-64,120-121)
○「日本建築と
『書』」「芸術として
の書道」では，文字文
化と芸術との関係につ
いて意識を高める工夫
がされている。(p.84-
85,裏表紙裏)

○巻末の漢字一覧
は部首ごとにまと
められており，字
形を学ぶ際の参考
にしやすい編集と
なっている。

○学習を日常に生かす
というねらいを明確に
し，目的意識や相手意
識をもって，書くため
の力をつけられるよう
編集されている。
(p.1)
○まとめの教材や補充
教材を含め，毛筆教材
が豊富で，毛筆による
基礎・基本の学習の充
実が図られている。
(p.63-64)
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【書写】No.２

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｊ

○学習編は１年が24
ページ，２年が16ペー
ジ，３年が10ページ，
資料編は59ページで，
総ページ数が119ペー
ジである。
○１年は毛筆教材が６
点，硬筆教材が３点，
２年は毛筆教材が４
点，硬筆教材が２点，
思考・判断のための教
材が１点，３年は硬毛
共通教材が１点，思
考・判断のための教材
が２点ある。

○練習や作品作りの教
材数を少なくすること
で，実際に学校生活や
日常生活に生かす学習
を重視している。
○学習の流れが見開き
２ページに，「目標」
「学習の窓」「学習を
振り返る」の三段階で
示され，見通しをもっ
て学習ができるように
配慮されている。
(p.10-11)

○導入段階に「書き込
み」や「なぞろう」
「○をつけよう」など
の活動を盛り込み，生
徒が視点をもって学習
できるような工夫がさ
れている。(p.10,28)
○「活用のヒント」で
は，情報の収集･整理･
発信の例を紹介し，各
教科等への書写学習の
活用を示し，興味・関
心を高める工夫がされ
ている。(p.68-77)

○「季節のしおり」で
は，古謡や唱歌，短
歌，俳句，古典，小説
などの語句や文章を書
写し，日本の言語文化
を味わう工夫がされて
いる。(p.32,48)
○３年生の最初にイラ
ストレーターやデザイ
ナーへの取材の文章が
掲載されており，文字
や言語文化だけでな
く，キャリア教育の視
点が意識されている。
(p.50-53)

○「先人の文字に学
ぶ」では，異なる筆者
の同一文字を比べさ
せ，書字には個性が表
れることを示し，芸術
書道への興味・関心を
高めている。(p.58)
○「書写事典」とし
て，常用漢字の楷書・
行書やひらがな・カタ
カナ，数字，アルファ
ベット，部首の手本を
掲載し，自主学習に活
用できるような工夫が
されている。

○「三年間のまと
め」では，テスト
形式で既習事項の
確認ができるよう
に工夫がされてい
る。(p.54-55)

○毛筆，硬筆ともに１
教材が見開き２ページ
に収められ，学習の見
通しがもてるような配
慮がされている。
(p.10-11)
○資料を多くし，弾力
的に扱えるようにし
て，必要に応じて基
礎・基本の学習と関連
させたり他教科等の学
習に活用させたりでき
るようにしている。
(p.60-118)
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【書写】No.３

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

○基礎的・基本的内容
で構成され，小学校の
学習内容とのつながり
を示すなど生徒の発達
の段階に即した配慮が
されている。(p.5)
○「地理スキル・アッ
プ(16点)」で地理学習
を進める上での基礎
的・基本的な技能の身
につけ方が，「えんぴ
つマーク｣(p.9)で学習
を深めるための作業・
活動が示されている。

○世界や日本の諸地域
では，各地域の「学習
テーマ」(p.47)や「追
究テーマ」(p.183)が
設定されており，それ
ぞれ異なる視点で地域
の特色をとらえる構成
となっている。
○各時間ごとに学習課
題と，その時間の学習
内容を確認したり，深
めたりする課題が「確
認」として示されてい
る。(p.6,7)

○「ためしてみよう」
では，導入で取り組む
活動の例を示したり，
学習に関連した話題を
コラム「ティーブレイ
ク」で紹介したりする
など，興味・関心を高
める工夫がされてい
る。(p.7)
○歴史・公民の学習と
特に関連の強い内容に
は，「分野関連マー
ク」がつけられてお
り，他分野とのつなが
りを意識して学習でき
るよう配慮されてい
る。(p.139)

○竹島の写真や地図が
掲載され，「日本固有
の領土」「韓国が不法
に占拠」と記述されて
いる。また，特設ペー
ジにおいて竹島とその
周辺の地勢が記述され
ている。(p.133,134)
○日本のエネルギーで
は，出雲市の風力発電
の写真(p.163)，中国･
四国地方では，都市と
農村の変化をテーマと
し，市町村合併で雲南
市，交通の発展で浜田
駅と広島駅を結ぶ高速
バスの内容が扱われて
いる。(p.199-200)

○「地理にアクセス」
(p.11)では，学習内容
を詳しく説明したり，
その内容と関連する事
柄を紹介したりしてい
る。また，単元末の
「深めよう」では学習
内容をさらに追究する
視点が示されている。
(p.41)
○「調査の達人」で，
調査学習を進めるうえ
での技能の身につけ方
が示されている。
(p.116)

○すべての単元の
最後に，学習した
内容を確認する
「学習をふりかえ
ろう」が設けられ
ている。(p.20)
○世界各地の人々
の生活と環境で
は，寒帯と冷帯が
別々に扱われ，そ
れぞれの気候帯ご
とに人々の暮らし
のようすが示され
ている。(p.21-
42)

○基礎的・基本的内容
で構成され，小学校の
学習内容とのつながり
を示すなど生徒の発達
の段階に即した配慮が
されている。(p.5)
○世界や日本の諸地域
では，まず地域全体を
概観した後，個々の地
域の特色や課題を学習
するという一貫した流
れになっている。
(p.46-47)

Ｇ

○基礎的・基本的内容
で構成されており，活
字の大きさや文章表現
の程度も平易である。
側注解説では知ってお
きたい語句の解説がし
てあり，発達の段階に
即している。
○「スキルをみがく
コーナー」では，地図
やグラフの見方など，
段階的に資料活用能力
を身に付けられるよう
配慮されている。
(p.6)

○世界や日本の国々で
は，それぞれに追究す
るテーマを設定し，章
末に「学習のまとめと
表現」を設け，２段階
の課題が示されてい
る。(p.56)
○各時間ごとに「学習
課題」を示し，ステッ
プ１，２の２段階の
「ふりかえる」ポイン
トが示されている。
(p.16-17)

○「地理の窓」が設け
られ，パスポートなど
生徒が興味・関心をも
てる内容が取り扱われ
ている。(p.17)
○学習の冒頭に，学習
へのきっかけとなる
「導入資料」，学習を
進める中で追究の中心
となる「中心資料」を
配置し，解説文を「見
てみよう」として付記
するなど，探究的に学
習を進める工夫がされ
ている。(p.14-15)

○竹島の写真や地図が
掲載され，編入の経緯
とともに「日本固有の
領土」「韓国が不法に
占拠」と記述されてい
る。(p.131)
○中国・四国地方で
は，「人口や都市・村
落を中心に考えよう」
をテーマとし，大田市
の過疎問題と石見銀山
を通した観光開発につ
いて写真やグラフとと
もに紹介されている。
また，石見空港の利用
問題も扱われている。
(p.178,183)

○世界の諸地域では
「地域から世界を考え
よう」，日本の諸地域
では「現代日本の課題
を考えよう」など学習
内容を深めやすい13の
テーマが設けられてい
る。(p.93,172,173)
○「読み解こう」で資
料活用のヒントを示
し，考えや学びを深め
させる工夫がされてい
る。(p.107)

○巻頭に，ユニ
バーサルデザイン
を取り上げ，実際
の点字や触る地球
儀などが掲載され
ている。(巻頭
p.5)
○「地図を活用し
よう」では，生徒
が興味・関心を持
ちやすいテーマ
で，見開きの地図
が示されている。
(p.121-124)

○基礎的・基本的な知
識や技能を身につける
内容と，深めたり追究
したりするテーマ学習
がバランス良く配置さ
れている。(p.66-67)
○地理を学ぶことで，
日常生活と世界の動き
を関連付けて考える力
と想像力を身につけら
れるよう「地域にまな
ぶ」という一貫した
テーマで記述されてい
る。(p.172-173)
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会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｋ

○基礎的・基本的内容
を重視している。ま
た，分かりにくい用語
について同じページに
「解説」を設けるな
ど，発達の段階に即し
た配慮がされている。
(p.6)
○「技能をみがく」で
地理の基礎的な技能の
身につけ方が，「資料
活用」で資料に関する
問いかけや作業活動が
示されている。

○世界と日本の諸地域
は「注目するテーマ」
でそれぞれ異なる視点
でとらえられるよう示
されている。「学習を
ふりかえろう」では，
確認・説明・探求の３
段階の課題が設けられ
ている。
(p.48-49)
○各時間ごとに学習課
題と確認・説明の２段
階の振り返りポイント
が示されている。
(p.2-3)

○世界と日本の諸地域
の学習では，導入で各
地域を概観する写真が
掲載され，「探してみ
よう」で学習意欲を高
める工夫がされてい
る。
○「羅針盤」では，共
生・環境・防災の視点
から，未来の社会づく
りについて，生徒の思
考を促すコラムが設け
られている。
(p.57)

○竹島の写真と地図が
掲載され，編入の経緯
とともに「日本固有の
領土」「韓国が不法に
占拠」と記述されてい
る。また，コラムに昔
の竹島について漁の写
真とともに説明されて
いる。(p.127)
○中国・四国地方は，
｢他地域との結びつき｣
をテーマとし,｢交通網
の整備｣で浜田自動車
道が，｢観光地の変化｣
で出雲大社,石見銀山,
津和野,松江が紹介さ
れている。(p.192-
193)

○日本の諸地域の学習
では，「地域を探ろ
う」が設けられ，具体
的な例を通して学習内
容が深められるよう工
夫されている。
(p.180)
○「トライアル地理」
では，ハザードマップ
や観光ルートマップを
つくる課題が設けら
れ，学んだ地理的な知
識や技能を活用できる
よう工夫されている。
(p.148)

○島根県について
は石見神楽を継承
する人の話と神楽
の写真(p.192)，
島根県を訪れる観
光客数の変化のグ
ラフ(p.192)など
が取り扱われてい
る。
○日本の気候区分
では，島根県の大
部分は太平洋側の
気候に区分されて
いる。(p.143)

○基礎的・基本的内容
を重視するとともに，
「なぜ」「どのよう
に」など「もっと知り
たい」という地理学習
の楽しさを追究できる
よう記述されている。
(p.180)
○世界と日本の諸地域
の学習は，写真により
地域を概観し，自然環
境から学習する一貫し
た流れとなっている。
(p.34-37)

Ｏ

○基礎的・基本的内容
を重視しつつ，それら
を活用して考えを深め
たり，現実の問題に取
り組んだりできる内容
になっている。
(p.148-149)
○「スキルアップ」や
「言語活動コーナー」
が設けられており，資
料の読み取りやそれら
をもとにした思考・判
断・表現活動の道筋が
示されている。
(p.20,22)

○世界と日本の諸地域
はそれぞれ異なるテー
マでとらえられ，学習
のまとめとして整理・
活用の２段階の課題が
設けられている。
(p.45)
○各時間ごとに学習課
題と確認事項が示され
ている。また，各時間
のポイントとなる言葉
が「キーワード」で，
作業学習の内容が「ト
ライ」で示されてい
る。(p.2-3)

○スコットランドの独
立問題(p.53)や御岳山
の噴火(p.141)など最
新の動向が紹介され，
写真も2014年以降のも
のが35点以上あるな
ど，現在の社会の動向
を見据えた学習ができ
るよう配慮されてい
る。
○「連携コーナー」が
設けられており，小学
校の内容や歴史・公民
の内容とのつながりを
意識して学習できるよ
う配慮されている。
(p.36)

○竹島の写真と地図が
掲載され，編入の経緯
とともに「日本固有の
領土」「韓国が不法に
占拠」と記述されてい
る。また，松江市の竹
島資料室の写真も掲載
されている。(p.118-
119)
○中国・四国地方は
「人口や都市・村落」
の視点から取り上げら
れており，高齢化率の
グラフ，雲南市吉田地
区の生卵専用しょうゆ
が取り扱われている。
(p.188-189)

○「地理＋α」で，関
連する事項を掘り下げ
て学習内容の理解を深
められるようになって
いる。(p.4)
○世界の諸地域の学習
では，各単元の最後に
「地球温暖化をふせぐ
ために」などをテーマ
にした「自由研究」が
設定されており，それ
ぞれの地域から見た課
題を追究できるように
なっている。(p.56)

○広島の土石流に
よる災害(p.142)
など「災害・防
災」や「持続可能
な社会」の視点か
らの記述が20点以
上ある。
○日本の諸地域の
学習では，最後に
「地域からのメッ
セージ」として，
各地域の努力が紹
介されている。
(p.192)

○基礎的・基本的内容
を重視しつつ，それら
を活用して考えを深め
たり，現実の問題に取
り組んだりできる内容
になっている。
(p.148-149)
○スリランカと日本
(p.44)やクールジャパ
ン(p.221)など世界と
日本の結びつきや地域
から世界を見る視点も
取り入れられている。
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【社会（地理的分野）】No.２



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

○ＡＢ判で写真や図表
が大きく見やすいう
え，写真や図表に本文
と同じ番号を付し，記
述内容との関連がつか
みやすいよう工夫され
ている。(p.106）
○全体のタイトルのう
ち近現代が50％を占
め，本文の内容を詳し
く説明する「歴史にア
クセス」においても
60％以上近現代の話題
を取り上げている。

○各章のはじめに小学
校での学習を想起させ
ながら歴史の大まかな
流れをつかませたり，
各章の最初と最後に必
ず年表が掲載したりす
るなどして，各時代を
概観できるよう配慮さ
れている｡(p.63-65）
○地理や公民の学習と
つながりが強い内容に
マークをつけ，関連を
つかめるよう工夫され
ている。（p.257）

○歴史上の人物をキャ
ラクター化したイラス
トを全体を通して用い
て，興味・関心を高め
るよう工夫されてい
る。（p.6-7）
○第１章で「歴史の流
れ」として歴史学習の
基礎的知識を説明して
おり，その中で小学校
とのつながりを想起さ
せることによって興
味・関心を高めるよう
工夫されている。
（p.10-11）

○竹島について,｢国境
と領土の確定」の他,
「緊張緩和と日本外
交」の側注に日韓基本
条約締結時に領有権の
問題があったことが記
述されている｡コラム
において,編入の経緯
や韓国の不法占拠,我
が国の外交努力,島根
県による｢竹島の日」
制定等について記述さ
れている。(p.168，
251-252）
○コラムで「島根と神
話」，欄外解説で石見
銀山について詳しく説
明されている。(p.59)

○各章の最後に，ウェ
ビング法やノートでの
まとめ方などの紹介が
あったり，見開き２
ページごとにふり返り
のための課題が設けら
れたりして自分に合っ
た学習法が選べるよう
工夫されている。
（p.23,61）
○歴史学習のまとめと
して，プレゼンテー
ションソフトを使って
のまとめ方が紹介され
ている。（p.275）

○コンピューター
やインターネット
などの活用が効果
的であると考えら
れる資料にデジタ
ルのマークがつけ
られている。
（p.40,153）
○災害に関する写
真の掲載につい
て，指導の際の配
慮を促す文言等が
ある。（p.3）

○各章のはじめに小学
校での学習を想起させ
ながら歴史の大まかな
流れをつかませたり，
各章の最初と最後に必
ず年表を掲載したりす
るなどして，各時代を
概観できるよう配慮さ
れている｡（p.63-65）
○地理や公民の学習と
つながりが強い内容に
マークをつけ，関連を
つかめるよう工夫され
ている。（p.257）

Ｇ

○ＡＢ判で写真や図表
が大きく，写真や図表
に本文と同じ番号を付
し，記述内容との関連
をわかりやすくするな
ど，読みやすい工夫が
されている。(p.98)
○見開き２ページを１
タイトルとすると，約
55％のタイトルを近現
代が占めている。学習
から興味・関心を広げ
る「歴史の窓」におい
て60％以上近現代の話
題を取り上げている。

○古代，中世といった
時代の区切りごとに
「時代の変化に注目し
よう」という資料を
使って学習した時代の
振り返りと次の時代の
予想ができるよう工夫
されている。（p.52-
53）
○タイトルのすぐ上に
「時代スケール」があ
り，何世紀の出来事な
のかがひと目で分かる
ようにように工夫され
ている。(p.24)

○小学校で学んだ人物
の架空サミットを考え
たり，肖像画等につい
て，小学校の学習で登
場した人物をマークで
示したりして，小学校
の学習を想起させ，興
味・関心を引き出すよ
う工夫されている。
（p.6-7,34）
○プロローグⅡにおい
て，実際の点字が使用
され，直接さわって体
験できるよう工夫され
ている。（巻頭5）

○竹島について，「領
土の画定と沖縄県」の
側注で島根県への編入
が記述されている。コ
ラムにおいて「現在に
残された課題」の一つ
として，編入の経緯や
韓国の不法な占拠，国
際司法裁判所への付託
等について記述されて
いる。（p.165,257）
○神話についてのコラ
ムの中で出雲大社が紹
介され，石見銀山につ
いても１ページのコラ
ムがある。(p.48)

○歴史にアプローチと
いうページが最初に設
けられ，干支，単位，
資料の読み方を解説
し，発展的に学習でき
るよう工夫されてい
る。（p.11-14）
○見開き２ページごと
に「振り返る」，各章
の終わりに「学習のま
とめと表現」を設け，
基礎・基本の確認と表
現力をつける課題が設
定されている。
(p.17,84-86）

○コラム２ページ
にわたって神話が
紹介され，日本古
来のものの見方や
考え方がギリシャ
神話や中国の信仰
と関連づけて説明
されている。
（p.48-49）
○長さや面積がイ
ラストで分かりや
すく説明されてい
るなど，理解を助
けるための工夫が
されている。

〇近現代の内容が，総
タイトルの約55％，学
習から興味・関心を広
げる「歴史の窓」にお
いても60％以上占めて
いる。
〇古代，中世といった
時代の区切りごとに
「時代の変化に注目し
よう」という資料を
使って学習した時代の
振り返りと次の時代の
予想ができるよう工夫
されている。（p.52-
53）

10

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点
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【社会（歴史的分野）】No.１



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｉ

○欄外の解説は，１つ
１つが詳しく説明され
ており，資料はわかり
やすく現代語で書かれ
ている。また余白が多
く読みやすさに配慮さ
れている。（p.194-
195，100）
○見開き２ページを１
タイトルとして，全84
タイトルで構成されて
おり，そのうち約52％
を近現代が占めてい
る。

○「地図で見る世界
史」を設けたり，世界
地図を挟み込みでつけ
たりして，世界とのつ
ながりが意識できるよ
う構成されている。
（p.20-21）
○各章末に設けられた
「まとめてみよう」
は,年表，資料，地名
によって基礎的･基本
的な内容を確認し，最
後に時代の特徴等を説
明したりまとめたりす
る構成となっている。
（p.56）

○巻頭に時代ごとの
キャッチコピーをグ
ループで考えるという
課題を設け，小学校の
学習とのつながりが意
識できるよう工夫され
ている。（表紙裏等）
○各章に「もっと知り
たい歴史」というコラ
ムを設けたり，年表の
「おもな文化」欄に各
時代を代表する住居の
イラストを入れたりし
て興味を引き出すよう
工夫されている。
（p.8,巻末）

○竹島について，「領
土の確定と北海道・沖
縄」において，本文に
「日清・日露戦争のこ
ろに尖閣諸島や竹島を
日本領として編入」，
側注に「1905年に島根
県に編入」と記述され
ている。（p.178）
○「神話と伝承」とい
うコラムに，１ページ
にわたって国引き神話
を取り上げ，イラスト
を使って詳しく説明さ
れている。（p.44-
45）

○１単位時間ごとの
「まとめてみよう」で
は，その時間の学習内
容を確認する課題とと
もにさらに深めるため
の課題が示され，学習
内容のより確かな定着
が図れるよう配慮され
ている。（p.11）
○「歴史のとびら」と
いうコラムで，歴史史
料の読み方等を解説
し，発展的な学習に役
立つよう工夫されてい
る。（p.68-69）

○各章のとびら
に，「なぜ」「ど
んな」という疑問
が示してあり，学
習活動全般を通し
て考えていけるよ
う構成されてい
る。(p.5)
○キャラクター等
を本文中に使用し
ないことで，記述
による情報を読み
取りやすいよう配
慮されている。

○各ページの欄外の解
説等が詳しく説明され
ている。各章のまとめ
を１ページとしたり，
コラムの種類を２種類
に絞ったりするなど，
精選したつくりになっ
ている。
○近代において東アジ
ア，特に中国と朝鮮に
ついて詳しく記述し，
近代以降の歴史の理解
を助ける工夫がされて
いる。（p.146-147)

Ｋ

○ＡＢ判で写真や図表
が大きく見やすいう
え，写真や図表に本文
と同じ番号を付し，記
述内容との関連がつか
みやすいよう工夫され
ている。(p.94)
○総ページ数をおさえ
内容が精選されてい
る。見開き２ページを
１タイトルとすると，
約55％を近現代史が占
めている。羅針盤マー
クを付したコラムは，
約70％が近現代史での
話題となっている。

○各部の終末におい
て，年表，地図を用い
て学習のまとめを行う
とともに，班などで調
べることのできる課題
を設け，協働的な学び
ができるよう配慮され
ている。（p.49-50）
○第１章に歴史のとら
え方と調べ方を学ぶ章
が設けてあり，写真や
吹き出しを活用し，ね
らいを明確にした調べ
学習とは何かがイメー
ジしやすいよう工夫さ
れている。（p.6-11）

○「タイムトラベル」
という想像図が全章の
はじめにあり，それぞ
れの時代の様子を予想
したり，大まかな様子
をつかんだりしやすい
ように工夫されてい
る。（p.20-21）
○巻末の歴史年表中
「世界のおもなできご
と」欄に世界各地の世
界遺産が紹介され，興
味・関心を引き出すよ
う工夫されている。
（巻末）

○竹島について,｢新た
な外交と国境の画定」
において，本文に島根
県への編入が記述され
ている。コラムにおい
て，編入の経緯やサン
フランシスコ平和条約
による領土の確定，韓
国の不法な占拠，国際
司法裁判所への付託等
について記述されてい
る。（p.167，247）
○コラム「地域史」に
おいて，石見銀山につ
いて「日本の中で銀の
最大の産地」と紹介さ
れている。（p.91)

○史料から歴史をひも
といてまとめていく
ページや学んだことを
生かして考えることが
できるページがあり，
発展的な学習ができる
よう工夫されている。
（p.64,106）
○見開き２ページごと
に，重要語句を書き出
して自分の言葉で説明
しながら振り返る課題
を設け，家庭学習に活
用できるよう工夫され
ている。（p.19)

○「タイムトラベ
ル」を活用し，政
治の様子だけでな
く庶民の生活を通
して，歴史を作っ
てきた人の姿が見
えるよう工夫され
ている。
○｢人物さくい
ん」は「政治に関
する人｣｢外国人」
など，記号等を
使って伝わるよう
工夫されている。
（p.264）

○各時代を大きくとら
えることができる構成
にして，近現代のペー
ジを十分とって考える
ことができるよう工夫
されている。
○「タイムトラベル」
は，歴史を政治史だけ
でなく民衆史の視点か
ら見つめることができ
るとともに，それぞれ
の時代の様子を予想し
たり，大まかな様子を
つかんだりしやすいよ
うに工夫されている。
（p.20-21）
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【社会（歴史的分野）】No.２

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｏ

○ＡＢ判で大きな資料
写真が多く，見やすい
うえ，写真や図表に本
文と同じ番号を付し記
述内容との関連がつか
みやすいよう工夫され
ている。（p.106-107)
○史料は原文のままの
ところもあれば，現代
語に直したり訳をつけ
たりしているところも
あり，時代の雰囲気を
感じさせながら意味や
内容の理解を助けるた
めの工夫がされてい
る。（p.73,166）

○「地図で見る世界の
動き」を各章の最初に
設け，世界とのつなが
りが意識できる構成に
なっている。（p.60-
61）
○各章のまとめに，課
題を設けてグループ等
で調べてまとめる活動
を示し，協働的な学習
が行えるよう工夫され
ている。（p.126-
127）

○第１章に「歴史のと
らえ方」というイラス
トを用いた調べ学習の
解説を設け，小学校の
学習とのつながりに配
慮されている。(p.6)
○歴史学習の基礎資料
として文化財の種類や
土地制度の移り変わり
を示す年表等を紹介す
ることで，興味・関心
を高める工夫がされて
いる。（p.284)

○竹島について,｢領土
の画定と隣接地域」の
側注において「島根県
に編入」が記述されて
いる。また，中韓との
国交正常化についての
コラムで，編入や竹島
問題の経緯，国際司法
裁判所への付託等につ
いて記述されている｡
(p.176，265)
○コラムにおいて，石
見銀山について「全国
の銀山の中でも特に産
出量が多かった」と紹
介されている。
（p.111)

○見開き２ページごと
に「学習の確認と活
用」という課題が設け
られており，自学自習
に取り組めるよう工夫
されている。(p.19)
○教科書の最後に「歴
史学習の基礎資料」と
いう文化財の見方や史
料の読み方が示してあ
り，発展的な学習に活
用できるよう工夫され
ている。(p.281-287)

○各章ごとに設け
られた「先人に学
ぶ」というコラム
では，歴史上の人
物だけでなく，
食,伝統文化，防
災といった様々な
分野での先人につ
いて取り上げられ
ている。（p.274-
275）
○左ページには，
時代を確認できる
よう時代・世紀の
スケールを設けて
あり，調べる際の
爪としても利用で
きる。

○絵画史料等から歴史
をひもとく経験ができ
るように作られてお
り，中学校以降の歴史
学習の基礎を築くこと
ができる工夫がされて
いる。
○史料は原文のままの
ところもあれば，現代
語に直したり訳をつけ
たりしているところも
あり，時代の雰囲気を
感じさせながら意味や
内容の理解を助けるた
めの工夫がされてい
る。（p.73,166）

Ｑ

○古代に多くのページ
を割いて丁寧に説明
し，日本の古代につい
て興味がもてるよう工
夫されている。(p.44-
47）
○古代と近代以降で
は，人物名，事件名等
の歴史用語を多く用い
て詳しく述べられてい
る。資料はわかりやす
く現代語で書かれてい
る。（p.41）

○「歴史豆辞典」では
各章のまとめとしてそ
の章で学んだ歴史用語
を100字で解説してお
り，学習内容について
ポイントを押さえて確
認できるよう工夫され
ている。（p.80）
○日本の伝統や文化に
ついて多くのコラムが
掲載されており，日本
の伝統や文化を掘り下
げて学習できるよう工
夫されている。
（p.28-29)

○学習の導入では,
「日本歴史の舞台｣と
して，我が国を「森の
国｣｢水田の国｣｢町工場
の国」の３点で整理す
るとともに，歴史学習
の意義について考えさ
せている。（p.2）
○「年号→西暦早見
表」のページが設けら
れており，年号への関
心を深めるよう工夫さ
れている。（裏表紙
裏）

○「21世紀の日本の進
路」において，「竹島
は日本固有の領土」で
あり，韓国が「不当な
占拠をつづけている」
と記述され，側注に編
入の経緯が記述されて
いる。（p.272-273）
○コラム「もっと知り
たい」において，神話
について学習を深める
「国譲り神話と古代
人｣というテーマで出
雲大社について詳しく
説明されている。
（p.46-47）

○導入に歴史のとらえ
方を学ぶ章が設けてあ
り，時代の表し方，人
物を通しての歴史の見
方など，自ら学ぶため
の手立てが紹介されて
いる。（p.7-24）
○見開き２ページごと
に「まとめにチャレン
ジ」という課題が設け
られ，学習した内容に
ついてキーワードを
使ってまとめる課題が
設定されている。
(p.79,103)

○神話と大和朝廷
の始まりを関連付
けて記述している
他，コラムにも神
話を取りあげてい
る。(p.44-47）
○「外の目から見
た日本」というコ
ラムで日本人の良
さに気づくように
している。
（p.180-
181,276）

○古代と近現代に重点
を置いており，日本古
来の文化の独自性と，
近代以降，独立が維持
されたことについて考
えられるよう工夫され
ている。
○古代と近代以降で
は，人物名，事件名等
の歴史用語を多く用い
て詳しく述べられてい
る一方，資料はわかり
やすく現代語で書かれ
ている。（p.41）
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【社会（歴史的分野）】No.３

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｒ

○ＡＢ判で写真，図表
等が大きく見やすく，
近代以降は，人物名，
事件名等の歴史用語を
多く用いて詳しく述べ
られている。
(p.108,228)
○見開き２ページを１
タイトルとして，全85
タイトルで構成されて
おり，そのうち約50％
を近現代が占めてい
る。

○各章の最初に年表で
学習する範囲を示すと
ともに，終末には，年
表や地図を使った学習
のまとめの欄が設けら
れている。（p.13,62-
63）
○各章のとびらに,
「海洋国家・日本の歩
み」と題してその時代
を代表する船を写真で
紹介し，一貫したテー
マで歴史の流れがつか
めるよう工夫されてい
る。（p.13）

○「人物クローズアッ
プ」や「なでしこ日本
史」といったコラムで
多くの人物が取りあげ
られており，人物を通
したその時代の特徴が
捉えられるよう工夫さ
れている。(p.55,64）
○各時代のはじめに，
「鳥の目｣でイラスト
を，｢虫の目」で絵画
資料を見て時代を概観
し，興味を喚起するよ
う工夫されている。
（p.14-15）

○竹島について,｢明治
初期の外交と国境の画
定」のコラムで，編入
の経緯と現在韓国に不
法に占拠されているこ
とが記述されている。
また，「日本の現状と
これから」の本文に，
韓国に不法占拠されて
いることが記述されて
いる。（p.173,273）
○コラム｢歴史ビュー｣
において，石見銀山に
ついて「石見銀は，東
アジアの交易でも信用
の高い通貨」と紹介さ
れている。(p.87)

○見開き２ページごと
に学習内容について
キーワードを用いてま
とめる課題が設けられ
ている。また，章末に
は，自分の言葉でその
時代をまとめ，その考
えについて話し合う課
題が設けられている。
（p.29，63）
○歴史学習の最後に，
「10大事件選び」な
ど，学習内容を総合的
に活用する課題を設
け，歴史を大観し，伝
え合う力を養えるよう
工夫されている。
（p.279-280）

○日本の国の成り
立ちを丁寧に説明
するとともに，コ
ラムを用いて日本
の宗教観や神話等
について詳しく扱
われている。
（p.38,50-51）
○日本の文化，芸
術について，「気
品にみちている」
等といった表現
で，その良さに気
づくよう工夫され
ている。
（p.49,77）

○歴史上の人物が数多
く取り上げられてい
る。また古代に多くの
ページを割いて詳しく
説明しており，日本古
来のものの見方，考え
方について知ることが
できる。
○見開き２ページを１
タイトルとして，全85
タイトルで構成され，
余裕のある構成になっ
ている。

Ｓ

○Ａ４判で，実物大の
史料写真を掲載したり
フォントサイズを大き
くしたりして，読みや
すくなるよう配慮され
ている。(p.89)
○総ページ数が323
ページと多く，見開き
２ページを１単位時間
として120のタイトル
で構成されている。う
ち約53％を近現代が占
めている。

○世界の動きについて
の年表が詳しく記述さ
れ，日本の歴史と世界
の動きとを関連づけて
学べるよう工夫されて
いる。(p.294)
○時代区分ごとの学習
課題を設け，年表や地
図を使ったまとめがで
きるようにして，時代
の特色ををとらえるよ
う工夫されている。
（p.11,54-55）

○各時代のとびらペー
ジは，地図とその時代
に適したテーマに沿っ
た写真を示したり，タ
イトル名を工夫したり
するなど，興味・関心
を引き出すよう配慮さ
れている。（p.10-
11,118）
○火おこしや綿から糸
を紡ぐことに挑戦する
という実験・実習等の
ページがあり，興味・
関心を引き出すよう工
夫されている。
（p.31,168）

○「戦場は中国だった
－日露戦争－」の側注
に，「竹島の領有」に
ついて，島根県への編
入が閣議決定されたこ
とが記述されている。
（p.199）
○石見銀山について，
実物大の石見銀を載せ
るとともに，コラム
「フォーカス」におい
て石見銀山の開発につ
いて説明されている。
（p.89,94)

○表紙裏に世界地図，
裏表紙裏に日本地図を
配し，地図で確認しな
がら学べられるよう工
夫されている。
○学習のまとめは，各
章ごとの基礎・基本に
ついて振り返る課題と
時代の変化について話
し合う課題が設けられ
ており，基礎・基本の
定着と時代を大きく捉
える見方が育まれるよ
う工夫されている。
（p.142-143）

○教科書の終末に
19ページにわたる
図表を使った縦型
の年表を設け，歴
史の流れをとらえ
られるよう配慮さ
れている。
○民衆の目から見
た歴史の記述が多
く，民衆史につい
て考えられるよう
工夫されている
（p.101）

○多くの資料が掲載さ
れており，教科書掲載
の地図や記述そのもの
を資料として活用でき
るよう配慮されてい
る。
○世界の動きについて
の年表が詳しく記述さ
れ，日本の歴史と世界
の動きとを関連づけて
学べるよう工夫されて
いる。(p.294)
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【社会（歴史的分野）】No.４

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

○ＡＢ判になってお
り，見開きページあた
りの図表，写真等の資
料が多く掲載され，複
数の資料をもとに社会
的事象について考える
ための工夫されてい
る。（p.8-9）
○写真や図に説明がつ
けられたものがあり，
資料の理解がしやすい
よう工夫がされてい
る。（p.36-37）

○地理及び歴史的分野
で学んだ内容と関連づ
けて思考することがで
きるようにマークが示
してある。（p.16）
○一単位時間のページ
は，学習のきっかけや
追究の中心資料，学習
目標が示され，終了後
には内容のまとめがで
きるような課題を設け
るという構成となって
いる。（p.8-9）

○各章のはじめに,章
の学習にかかわる内容
で生徒自身が多様に意
見を出せる身近なテー
マが取り上げられてお
り，作業やシミュレー
ションを通して学べる
工夫がされている。
（p.34）
○仕事やボランティア
活動等に携わる人のイ
ンタビューコラムを７
か所載せ，内容への理
解や関心を深める工夫
がされている。
（p.65）

○竹島問題について，
「日本固有の領土｣｢韓
国によって不法に占
拠」と本文に記述され
るとともに，特設ペー
ジにおいて，領土問題
の経緯や国際司法裁判
所への付託等について
記述されている。
（p.171,195-196）
○石見銀山遺跡につい
て，世界遺産登録の背
景に地域住民の保存活
動があったことや現在
市内の小・中学校が世
界遺産学習に取り組ん
でいることが紹介され
ている。（p.22-23）

○｢公民にチャレン
ジ」のコーナーが全体
で20ヵ所あり，個人や
グループで作業や話し
合い活動を行って，本
文での学習を深められ
るよう工夫されてい
る。（p.49）
○終章ではレポート作
成について課題設定，
調査方法，まとめまで
の事例や方法が詳細に
示してある。
（p.206-212）

○導入やまとめ
に，資料をもとに
話し合ったり，観
点をもとに自分の
考えを文章化した
り，見方や考え方
を生かして企画を
練ったりするなど
の多様な言語活動
が設定してある。
（p.164）

○各章や各時で，問題
の探究，社会参画を促
す過程で構成されてい
る。特に，終章では
「持続可能な社会の形
成」をテーマに，学ん
だことを深化させ，参
画意識をもたせるよう
促している。（p.206-
212）
○個人やグループで行
う作業や活動が随所に
あり，思考・判断・表
現などの力をつけてい
く工夫がされている。
（p.11）

Ｇ

○ＡＢ判になってお
り，見開きページ当た
りの図表，写真等の資
料が大きく掲載され，
複数の資料をもとに社
会的事象について考え
るための工夫がされて
いる。（p.12-13）
○用語や本文が難しい
場合は側注解説がなさ
れるとともに，その事
象の背景や影響などの
補足説明も示され，生
徒の理解を促す工夫が
なされている。
（p.14）

○一単位時間のページ
は，学習のきっかけや
追究の中心資料，学習
目標を示し，終了後に
内容のまとめができる
ような課題を設けると
いう構成となってい
る。（p.12-13）
○ディベート及びシ
ミュレーションなどの
活動では，活動の手順
を明確に示し，思考
力・判断力・表現力を
つける工夫がされてい
る。（p.58,102）

○各章の導入部分に，
災害復旧のボランティ
アや模擬裁判，福祉体
験などの中学生が学ぶ
姿を取り上げ，そこで
興味・関心を高める工
夫がされている｡
(p.14）
○「公民の窓」「ク
リップ」の計40コラム
で学習に関連した内容
を掘り下げて解説する
ことで興味・関心を広
げる工夫がされてい
る。（p.17）

○竹島問題について，
「日本固有の領土」
「韓国によって不法に
占拠」「国際司法裁判
所での話し合いによる
解決を提案」と本文に
記述されている。
（p.181）
○大田市の中村ブレイ
スが資料として半ペー
ジ分取り上げられ，島
根に対する愛着や誇り
を喚起するとともに，
働くことの社会的な意
味について考えさせる
内容となっている。
（p.155）

○ノートのとり方につ
いて取り上げている。
自分の意見や人の発言
を聴いて調べたいと
思ったことを書くな
ど，自学の視点が示し
てある。（巻頭4）
○終章には公民学習の
ゴールとして，課題を
設けて調べたことを根
拠として自分の指針を
示す「未来への私の約
束」を作成する学習が
設定されている。
（p.207-214）

○東日本大震災に
ついて，文化の継
承，天皇の国事行
為，国際協力，電
力政策を考える資
料として記載され
ている。
（p.22,41,68,108
,178,203）

○「公民で意識したい
学び方」や資料の読み
解き方の視点を示し，
読み解いた内容をもと
に説明する活動を随所
に取り入れている。
（巻頭4,p.17,25）
○内容のまとめでは，
学習内容の確認を行っ
て知識の定着を図った
り，因果関係を説明し
たりする工夫が毎時間
できるようになってい
る。（p.88-89）
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発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

【社会（公民的分野）】No.１



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｉ

○Ｂ５判になってお
り，写真や資料が精選
されている。本文も一
文を短くしてあり，社
会的事象を端的に理解
しやすい工夫がなされ
ている。（p.26-27）
○用語や本文が難しい
場合はそのページの中
で詳しく解説されてい
る。さらに，その項目
の背景や影響などの補
足説明もされている。
（p.46）

○各時のページに学習
目標が記載され，その
下にキャラクターが目
標を追究する手がかり
や補足説明を吹き出し
で示し，内容理解を促
している。（p.34）
○巻頭の世界地図，世
界の多くの国の中学生
の写真，巻末の日本各
地の世界遺産の写真，
戦後の年表は地理的分
野・歴史的分野との関
連に配慮されている。

○「深める公民」の11
コラムで学習に関連し
た内容を掘り下げて解
説することで興味・関
心を高める工夫がされ
ている。（p.32）
○各編の最初に，内容
に関係する著名人の言
葉や説明，関連写真を
取り上げ，生徒の興
味・関心を高める工夫
がされている。
（p.7）

○竹島問題について，
コラムの中で「日本固
有の領土」「韓国が占
拠」「日本は国際法に
のっとり，平和的な解
決を求めている」と記
述されている。
（p.163）
○「効率と公正」につ
いては集団内の問題解
決時に全員が同意でき
る方法として，身近な
事例を挙げて記述され
ている。（p.21）

○各編末に，重要語句
について説明する発展
的な課題と，基礎的・
基本的な問題があり，
基礎から応用までの段
階に応じて自学自習に
取り組む工夫がされて
いる。（p.98）
○最終章の「もっと知
りたい公民」におい
て，卒業論文の作成を
通して，持続可能な社
会を築くためにテーマ
設定し追究する学習の
しかたを示している。
（p.186-187）

○表紙裏の世界地
図と裏表紙前の現
代社会の動きの年
表があり，地理的
分野や歴史的分野
での既習事項と関
連付けて学習が進
められるよう配慮
されている。

○巻頭の世界地図，世
界の多くの国の中学生
の写真，巻末の日本各
地の世界遺産の写真，
戦後の年表は地理的分
野・歴史的分野との関
連に配慮されている。
○「深める公民」の11
コラムで学習に関連し
た内容を掘り下げて解
説することで興味・関
心を高める工夫がされ
ている。（p.32）

Ｋ

○ＡＢ判になってお
り，見開きページ当た
りの図表，写真等の資
料が大きく掲載され，
複数の資料をもとに社
会的事象について考え
るための工夫がされて
いる。また，本文と資
料の配置が一定で見や
すい誌面になってい
る。（p.6-7）
○理解が難しい用語や
文章はイラストや側注
解説を用いて説明され
ている。（p.18）

○一単位時間のページ
は，学習のきっかけや
追究の中心資料，学習
目標が示され，終了後
には内容のまとめがで
きるような課題を設け
るという構成となって
いる。
○内容のまとめでは，
学習内容の確認を行っ
て知識の定着を図った
り，因果関係を説明し
たりする活動が毎時間
できるよう工夫されて
いる（p.74-75）

○各部の学習の導入
「学習の前に」では見
開き２ページにわたり
大きなイラストがあ
り,それを見ながら変
化の様子を読み取った
り,考えたりすること
ができるようになって
いる。（p.2-3）
○各時の導入の「ク
ローズアップ」では最
近の話題や身近な話題
を学習内容にそって取
り上げている。
（p.4）

○竹島問題について，
「日本固有の領土」
「韓国が不法に占拠」
と本文中に記述されて
いる。側注には，編入
の経緯とサンフランシ
スコ平和条約について
記述されている。
（p.168-169）
○全編を通して具体例
を基に「対立と合
意」，「効率と公正」
の見方や考え方が身に
つくような構成となっ
ている。
（p.21,53,116）

○「トライアル公民」
では意見をまとめたり
話し合ったりして，学
習内容をさらに深めら
れるよう工夫されてい
る。（p.26,57）
○各章末に第５部での
レポート作成に向けて
の課題づくりの視点が
示され，レポート作成
を進めやすい配慮がさ
れている。(p.5）

○「持続可能な社
会」に向けて各地
域の取り組みを紹
介するページで，
東日本大震災後の
「防災とまちづく
り」を取り上げて
いる｡(p.98-99）

○各時の導入の「ク
ローズアップ」では最
近の話題や身近な話題
を学習内容にそって取
り上げている｡(p.18)
○小単元のページ下部
にレポートの課題例，
各章末に「第５部への
準備」として学習内容
に応じて課題を考える
視点が示され，レポー
ト作成を進めやすい配
慮がされている。
(p.19）
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社
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総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｏ

○ＡＢ判になってお
り，見開きページ当た
りの図表，写真等の資
料が多く掲載され，複
数の資料をもとに社会
的事象について考える
ための工夫がされてい
る。（p.6-7）
○本文に関連して学習
内容の理解を進めるた
めの補説コラムなどの
情報を豊富に配置して
いる。（p.15）

○一単位時間のページ
は，学習のきっかけや
追究の中心資料，学習
目標が示されるという
構成となっている。
（p.4-5）
○内容のまとめでは，
学習内容の確認を行っ
て知識の定着を図った
り，因果関係を説明し
たりする活動が毎時間
できるよう工夫されて
いる（p.100-101）

○「公民にチャレン
ジ」「公民＋α」「明
日に向かって」では最
近の話題や身近な話題
を学習内容にそって取
り上げられている。
（p.17）
○各編の導入にイラス
トを用いて課題を考え
る活動が設定され，学
習内容の見通しや関
心・意欲がもてる工夫
がされている。
（p.2）

○竹島問題について，
「日本固有の領土」
「韓国が不法に占拠」
「サンフランシスコ平
和条約で確認されてい
る」と本文中に記述さ
れている。側注には,
「国際司法裁判所に訴
えて平和的に解決する
こと」が記述されてい
る。（p.179）
○「受けつぎ，創造す
る日本の文化」として
大田市の石見神楽に取
り組む中学生が資料と
して取り上げられてい
る。（p.19）

○毎時間，学習課題や
キーワード，学習の確
認と活用が明記されて
おり，予習でキーワー
ド調べをし，復習で学
習の確認と活用に取り
組めるよう工夫がされ
ている。（p.16）
○終章はレポート作成
を通じて「持続可能な
社会のあり方」を考え
させるヒントとして，
テーマ例や作成のヒン
ト，発表方法まで詳細
に取り上げている。
（p.205）

○東日本大震災に
ついては,「持続
可能な社会」の形
成の観点にもとづ
いて,エネルギー
問題や防災につい
て理解を深めるコ
ラムが設けられて
いる。（p.104-
105）

○事例の解決から，多
面的な物の見方・考え
方や話し合いの技能，
情報の読み取りの技能
などを身につける特設
ページを教科書全体に
設けている。
（p.72,84）
○本文に関連して中心
資料，補説コラムなど
の情報を豊富に配置さ
れるとともに，重要語
句をキーワードにして
表示されている。
（p.6）

Ｑ

○Ｂ５判になってお
り，写真や資料が精選
されている。本文も簡
潔にまとめられ，社会
的事象を整理してとら
えられるよう配慮され
ている。（p.6-7）
○理解が難しい用語や
文章は，そのページに
側注解説がなされ，文
字や図，写真を使って
説明されている。
（p.2）

○一単位時間のページ
には，学習のきっかけ
や追究の中心資料，学
習目標が示され，終了
後には「ここがポイン
ト」として内容のまと
めが示された構成と
なっている。（p.98-
99）
○各章のはじめに歴史
学習での既習内容から
公民学習に入る工夫が
されている。（p.2）

○「もっと知りたい」
や「ミニ知識」で学習
に関連した内容を資料
をもとに解説すること
で興味・関心を高める
工夫がされている。
（p.11，12-13）
○学習を深めるため
に，内容に関連した歴
史上の人物や著名人が
写真や説明で取り上げ
られている。
（p.75,105）

○竹島問題について，
「日本固有の領土」
「韓国が不法に占拠」
と本文中に記述される
とともに，特設ページ
で竹島問題の経緯と平
和的な解決について記
述されている。
（p.145,149）
○各所で「効率と公
正」「対立と合意」の
見方・考え方を用いて
問題解決することを記
述している。
（p.29,171）

○章末の「学習のまと
め」で，重要語句を確
認する，字数制限をつ
けて課題をまとめると
いった発展的な学習や
自学自習ができるコー
ナーが設けられてい
る。（p.36）
○卒業論文，ディベー
トについて章末に記載
があり，特にディベー
トについては賛成例，
反対例を示してあり，
課題に取り組みやすい
工夫がされている。
（p.184-193）

○「もっと知りた
い」で国連の役割
やＰＫＯ活動など
について詳細な記
載があり，国際協
調や国際平和につ
いて考えさせる資
料を取り上げてい
る。（p.166）

○すべての単元で，歴
史学習を想起させる記
述から公民的分野の学
習に入る工夫がされて
いる。（p.2）
○各章末で，重要語句
を確認する，字数制限
をつけてまとめる，学
習の発展では400字で
課題をまとめるといっ
た発展的な学習や自学
自習ができるコーナー
が設けられている。
（p.36）
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｒ

○ＡＢ判になってお
り，見開きページあた
りの図表，写真等の資
料が大きく掲載される
とともに，事象や資料
に対する説明が詳しく
なされており，広く知
識を身につける工夫が
されている。（p.18-
19）
○学習内容に関連した
条文や法令，条約，ま
たは側注解説を載せ，
生徒の理解を促してい
る。（p.14，50）

○一単位時間のページ
は，学習のきっかけや
追究の中心資料，学習
目標が示され，終了後
には内容のまとめがで
きるような課題を設け
るという構成となって
いる。（p.12-13）
○内容のまとめでは，
学習内容の確認を行っ
て知識の定着を図った
り，因果関係を説明し
たりする活動が毎時間
できるよう工夫されて
いる。（p.100-101）

○巻頭の「なぜ公民を
学ぶのか」では15歳か
らの自分の過去・現
在・未来シートを考え
させ，公民学習と自分
との関わりを示してい
る。（p.2-5）
○各章の始めにある
「法の入り口」「経済
の入り口」などで，身
近な問題を取り上げ，
自分の意見を記述でき
るような活動が設定さ
れている。（p.44）

○竹島問題について，
｢日本固有の領土｣｢韓
国が不法に占拠」と記
述されるとともに，地
図の解説や特設ページ
で歴史的な経緯や国際
司法裁判所への付託等
について記述されてい
る。また，口絵でも竹
島問題を取り上げ，
「竹島の日」について
記述されている。(口
絵11,p.177-179)
○「対立と合意｣｢効率
と公正」などの見方や
考え方を，具体的な事
例を通して学べるよう
にしてある。(p.38）

○「やってみよう」
は，それまで学んでき
たことをもとに，自分
で考えて判断する，説
明するなどの課題が設
定されている。
（p.151）
○最終の「社会科のま
とめ」では「持続可能
な社会を築くための国
づくり構想」をテーマ
に内閣総理大臣として
政策提案のレポートを
作成する学習を設定し
ている。（p.209-
215）

○東日本大震災に
ついて，被害の実
態や郷土愛につい
て記述され，別の
見開きページにも
国民の絆，世界の
絆の視点で具体的
な事例をあげて記
載されている。
（p.19，194）

○巻頭の「なぜ公民を
学ぶのか」では15歳か
らの自分の過去・現
在・未来シートを考え
させ，公民学習と自分
との関わりを示すこと
で興味・関心を高める
工夫がされている。
（p.2-5）
○各章の始めにある
「法の入り口」「経済
の入り口」などで，身
近な問題を取り上げ，
自分の意見を記述でき
るような活動が設定さ
れている。（p.44）
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

○各地域の「テーマ資
料」においてグラフな
どが地図資料とは別に
独立して配置されてお
り，読み取りやすい工
夫がされている。
（p.32）
○世界の宗教につい
て，代表的な建造物の
写真と共に見開き２
ページにまとめてあ
り，分布や伝播の経路
についてもとらえやす
く示されている。
（p.17-18）

○地図記号やさくいん
の使い方，主な産業の
記号など地図帳の活用
法がキャラクターのこ
とばと共に具体的に示
されている。（p.4-
6）
○各地域の資料のペー
ジは，「基本資料」
は，自然や人口など共
通事項を「テーマ資
料」は，産業や食生活
について各地域の特色
ある資料が掲載されて
いる。（p.27-28）

○各地域の地図ページ
では，タイトル枠の下
部に「～で注目したい
記号」を示し，その地
域を学習するためのポ
イントが明らかになる
よう工夫されている。
（p.25）
○世界全体の主題図
は，世界自然遺産，環
境，生活文化等の写真
や図が掲載されてお
り，興味・関心を高め
るよう工夫されてい
る。（p.11-16）

○中国地方の地図で
は，竹島を５万分の１
の縮尺とし，地形がと
らえやすく示されてい
る。日本の周辺地図で
は，竹島の航空写真と
共に日本固有の領土で
あることや韓国が不法
に占拠していることに
ついて説明されてい
る｡(p.83,182)
○島根県について，隠
岐が世界ジオパーク，
石見銀山が世界遺産で
あることのほか，特産
物や伝統工業などが記
号やイラストで示され
ている｡(p.83-84)

○資料のページでは，
先生や生徒のキャラク
ターが資料を読み取る
ポイントを話し，資料
を読み取る力を高める
ことができるよう工夫
されている。（p.31）
○都道府県の産品と名
所・お国自慢の資料が
あり，各都道府県を理
解するための動機づけ
になるよう工夫されて
いる。（p.180）

○資料中「ジャン
プ」マークによ
り，世界や日本な
どの複数の資料を
関連させて学習が
できるよう工夫さ
れている。
（p.36）
○日本の生活と文
化のページでは，
各地の郷土料理の
写真やご当地キャ
ラクターが掲載さ
れ，生徒が興味を
もって主体的に学
習できるよう工夫
されている。
（p.154）

○各地域の地図ページ
では，タイトル枠の下
部に「～で注目したい
記号」を示し，その地
域の特色をとらえるた
めの工夫がされてい
る。(p.25)
○他の地域やテーマと
の関わりを考えるため
に「ジャンプ」のマー
クによって関連する
ページと資料名が示さ
れており，複数の資料
を比較・関連させて読
み取る力を育む配慮が
なされている。(p.36)

Ｋ

○各地域の地図，資料
のページともに各地の
特色がとらえやすい記
述や資料，グラフなど
学習に必要な情報が適
切に配置されている。
（p.49-50）
○世界の宗教につい
て，分布や人口の割
合，信仰の様子を示す
写真が見開き２ページ
にまとめられており，
また，世界の諸地域の
資料でもより詳しい分
布の様子や人口に占め
る割合のグラフが示さ
れている。（p.17-
18,39）

○地図帳の使い方につ
いて，地図記号や地図
帳の構成，地域の特色
をとらえるポイント，
地形図の読み取り方が
具体的に示されてい
る。（p.4-8）
○「東アジアと日本～
大陸から日本を見わた
す地図～」が掲載さ
れ，大陸からの視点で
日本を見ることができ
ると共に古代の交通
ルートも示され，歴史
的分野でも活用できる
よう工夫されている。
（p.31-32）

○随所に鳥瞰図が取り
入れられており，その
地域の産業や建築物の
絵，特色ある自然など
が配置され，各地域の
特色を立体的にとらえ
ることができる。
（p.25-26）
○各地域の地図に「地
図を見る目」を設けて
読み取る視点が具体的
に示され，地形の特色
や土地利用などについ
て，地図を通して考え
る工夫がされている。
（p.82）

○日本のページの冒頭
では，竹島の航空写真
と共に，日本の固有の
領土であることや韓国
が不法に占拠している
ことについて記述され
ている。（p.78-79）
○島根県については，
合併前の市町村名が記
載されている。また，
様々な史跡や遺跡も示
されている。（p.87-
88）

○各地域の地図や資料
に鉛筆のマークで
「やってみよう」とい
う課題が示されてお
り，生徒が主体的に学
習できるよう工夫され
ている。(p.108)
○各地域の資料図の中
に「防災」や「環境」
についての表記があ
り，その地域の特色あ
る取組などが示される
と共に公民的分野で活
用できるよう工夫され
ている。（p.112）

○資料のページに
各地域の特徴ある
動物や行事などの
イラストが盛り込
まれ，その地域の
特色をとらえるこ
とができるよう工
夫されている。
（p.61）
○世界のページの
資料には，「日本
との結びつき」の
資料が掲載され，
貿易を中心に世界
と日本との関わり
が示されている。
（p.28）

○各地域の地図，資料
のページとも各地の特
色がとらえやすく，随
所に取り入れられた鳥
瞰図ではその地域の自
然や産業，建築物の絵
などが示され，各地域
の地形などの特色を立
体的にとらえることが
できるような工夫がさ
れている。(p.25-26)
○「地図をみる目」
「やってみよう」など
の課題が示され，生徒
が主体的に学ぶことが
できるよう工夫されて
いる。(p.82,108)
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Ａ

○説明を補う内容とし
て「ふせん形式の図
解｣を設け，視覚的に
理解しやすいよう工夫
されている｡(1年p.19)
○各節は，「例」「た
しかめ」「問」「もっ
と練習！」で構成され
ており，スモールス
テップで学習できるよ
う配慮されている。(1
年p.39)

○「関数領域」では，
表・式・グラフを相互
に関連付けたまとめ方
がしてあり，思考力や
表現力を育成するよう
配慮がされている。
(1年p.121，2年p.64)
○３年「平方根」で
は，「素因数分解」を
第１章「平方根」の最
後に配列することで，
「根号をふくむ式の計
算」で素因数分解を利
用しやすくしている。
(3年p.46-47)

○関数の考え方のよさ
や有用性を感じられる
よう，１年「比例と反
比例」の導入問題で
は，身近な生活場面で
の出来事を導入問題と
して扱っている。(1年
p.104-105)
○身近な生活場面の問
題である自転車の制動
距離やソーラーパネル
の話題などを扱い，興
味・関心が喚起される
よう配慮されている。
(3年p.110,185)

○「学び合い」のペー
ジでは，右ぺージ始ま
りとすることで，すぐ
に考え方の例が見えな
いような工夫がされて
いる。(1年p.45,2年
p.103,3年p.141)
○１年「平面図形」で
は，学習過程を通して
基本的な用語や記号を
必要に応じて学ぶこと
ができるよう，第１節
に「図形の移動」を配
列している。
（1年p.142）

○本文中の「まちがい
例」では，典型的な誤
答例を取り上げ，「ま
ちがいなおし」では，
正しい解答例を自分で
確認できるようにまと
めている。
（1年p.91,279）
○小学校の復習が個人
でできるよう，「巻末
問題編」では，「算数
のふりかえり」まとめ
編・たしかめ編を設け
ている。
(1年p.228-235)

○ノートの効果的
な活用例を示し，
思考力や表現力な
どが育成されるよ
う配慮されてい
る。(1年p.50-51)
○２年巻末には，
「三角形と四角
形」で使う，「図
形の性質発見器」
が添付されてい
る。(2年p.229)

○各節は,「例」「た
しかめ」「問」「もっ
と練習！」で構成さ
れ，スモールステップ
での学習ができるよう
配慮されている。(1年
p.39)
○３年間の学習のつな
がりを確認し，自学自
習ができるよう，３年
生の巻末には，「学び
をつなげる」という見
開きページを設け，数
学の系統性を示してい
る。(3年p.212-217)

Ｂ

○習熟を図るための練
習問題を複数ページ設
け，基礎・基本の定着
を図るよう配慮されて
いる。(1年p.32-33)
○基本的に見開き２
ページを１つの小節と
することで，内容を簡
潔にまとめ，学習の流
れを確認しやすくして
いる。(2年p.70-71)

○例題や解き方を学習
した後に問題を解くと
いう構成ではなく，実
際に問題を解きなが
ら，その解法や内容に
ついて理解を深めてい
くという構成となって
いる。(1年p.78-79)
○１年「平面の図形」
では，線と線との交わ
りを交点と定義するな
ど，より一般的あるは
感覚的なとらえ方で説
明している。
(1年p.160)

○各章の冒頭や終末の
ページの写真や文の構
成等を視覚にうったえ
るようなレイアウト及
び内容とすることで，
興味・関心を喚起する
よう工夫されている。
(1年p.95,2年p.177)
○巻末の「Mathful(マ
スフル)」では，領域
別にさまざまな話題を
取り上げ，興味・関心
を高める読み物資料と
なっている。
(2年p.201)

○１年「平面の図形」
では，「移動と作図の
利用」の節が設けてあ
り，思考力・表現力を
高められるよう配慮さ
れている。(1年p.186)
○章末コラム「社会に
リンク」を領域ごとに
１ページ設け，さまざ
まな職業や社会の仕組
みと数学とのつなが
り，数学が社会で生か
されている例などを示
している。(1年p.58)

○章末には，章の問題
以外にも，応用的な問
題を扱う「いろいろな
問題」を設け，発展的
な学習を促すような配
慮がされている。
(1年p.56,57)
○巻末の解答例では，
内容やレイアウト，色
使いに工夫が見られ，
個人で答え合わせがし
やすいよう配慮されて
いる。(1年p.300-
301,2年p.232-233)

○各章の扉の写真
は，学習内容を連
想させるものを用
い，学習に期待感
を抱かせるものと
なっている。(2年
p.177)
○途中の計算式や
作図の補助線がそ
のままかきこめる
よう，スペースが
確保されている。
(1年p.32,184)

○章の扉と章末の「社
会にリンク」，あるい
は巻末の読み物のつく
りなど，その内容や写
真のレイアウトが，視
覚的に興味・関心を喚
起するような編集・構
成となっている。(2年
p.176-177)
○数と式及び図形領域
の練習問題では，途中
の計算や作図の補助線
が描きやすいよう，行
間及び問題間のスペー
スが確保されている。
(1年p.50,226)
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Ｅ

○数と式領域では，
「計算力を高めよう」
という基本問題を設
け，技能を確実に習得
できるよう工夫されて
いる。(1年p.35-55)
○メモ書き風の囲みを
設け，操作をイメージ
化したり，説明を補っ
たりするなど，理解を
助けるよう工夫されて
いる。(１年p.78)

○章の途中に「深めよ
う」や「クローズアッ
プ」などを設け，学習
した事柄を深めたり広
げたりできるよう工夫
されている｡(1年p.59)
○各節の終わりでは，
生徒のイラストキャラ
クターが会話をするこ
とで，生徒の疑問や考
えに沿って，次の節に
つなげられるよう配慮
されている。(1年
p.42)

○立体の投影図，多角
形の外角の和，三平方
の定理の説明をパラパ
ラ漫画で視覚的にわか
るよう工夫されてい
る。(1年p.209-229,2
年p.117-137,3年
p.195-233)
○「クローズアップ」
では，「０で割るこ
と」「反比例なのに比
例定数？」など，生徒
の抱く素朴な疑問など
を扱っている。(1年
p.46,142)

○巻頭には，前学年の
内容をもとにした問題
を使って，「数学で使
われる考え方(類推，
帰納，演繹)」を設
け，数学的な見方・考
え方を養う工夫がされ
ている。(全学年p.8)
○表現力を高めるガイ
ドや発展的な課題を設
け，思考力・判断力・
表現力を高める工夫が
されている。(1年
p.259)

○各領域の前に「ふり
かえり」を設け，前学
年までの学習内容を復
習・確認できるよう配
慮されている。
(全学年p.10-11)
○各学年の巻末問題
「□年の復習」では，
基礎的・基本的な問題
番号に印がしてあり，
個に応じた学習ができ
るよう配慮されてい
る。
(1年p.278-284,2年
p.223-228)

○章別の爪をすべ
てのページに設
け，学習内容を探
しやすいよう工夫
されている。
○「空間図形」の
冒頭に，仁摩サン
ドミュージアムの
写真を掲載してい
る。(1年p.195)

○数と式の領域では，
基礎的・基本的な計算
力の習得のため，｢計
算力を高めよう｣とい
う練習問題を設けてい
る。(1年p.35-55)
○巻末の「さらなる数
学へ」「表現する力を
身につけよう」に表現
力を高めるガイドや発
展的な課題を設け，思
考力・判断力・表現力
を高める工夫がされて
いる。(1年p.259-276)

Ｇ

○解答を２種類示した
り，丁寧な説明がして
あったりして，自ら学
習に取り組むことがで
きるよう配慮されてい
る。(2年p.24)
○数と式領域の例題で
は，色矢印を使って，
式変形の根拠を１行１
行丁寧に説明すること
で，発達の段階や個人
差への配慮としてい
る。(1年p.36,76)

○各章の冒頭に，「学
習をする前に」が設け
られ，既習事項の確認
とこれからの学習への
準備が図られるよう配
慮されている。(1年
p.94)
○数学用語の説明には
クリーム色を，定理や
重要事項には薄緑色を
文章全体の背景につけ
ることにより，大切な
事柄が一目でわかるよ
う工夫・構成されてい
る。(1年p.172)

○実生活の中で活用さ
れている数学の内容や
興味を抱きそうなトピ
ックなどを取り上げ，
興味・関心を高めるよ
う工夫されている。(3
年p.163,188)
○３種類のキャラク
ターを使いわけ，基本
的な内容から発展的な
内容について助言を与
え，学習に取り組みや
すくなるよう配慮され
ている。(1年p.104-
105)

○巻末には，「数学で
大切にしたい考え方」
として，類推的，帰納
的，演繹的な考え方を
具体的な問題を通して
紹介している。
(1年p.262,2年p.200,
3年p.238)
○「みんなで数学」で
は，複数人で学習でき
るような題材を取り上
げ，思考力・表現力を
高められるよう工夫さ
れている。(1年p.82-
83)

○章末の練習問題であ
る「章の問題」には，
各問題が４つの観点別
に自己評価できるよう
になっており，各自で
復習・確認できるよう
配慮されている。(1年
p.54-55)
○各章末にある「学習
のまとめ」では，重要
な内容をまとめてある
だけでなく，書き込み
ながら確認できるよう
工夫されている。(3年
p.167)

○２，３年巻末に
は，ノートに貼る
ことのできるグラ
フ用紙が添付され
ている。(2年
p.247,3年p291)
○３年巻末の「ひ
ろがる数学」で
は，中学の学習内
容をさらにすすめ
たものを紹介する
ことで，数学の世
界の広がりを伝え
ている。
(3年p.252-253)

○１年巻末には，カラ
ー９ページを使って，
「小学算数のまとめ」
を掲載し，１年生の学
習内容と関連づけなが
ら復習・確認できるよ
うにしている。(1年巻
末)
○解答を２種類示すな
ど，いろいろな考え方
について言及してあ
り，自らの考えで学習
に取り組むことができ
るよう配慮されてい
る。(2年p.24)
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Ｍ

○全学年に別冊《Math
Navi》がついており，
既習事項の確認や予習
課題，活用問題として
も使うことができるよ
う工夫されている。
○基本的な内容につい
て,「例,例題｣｢問」と
いう細かいステップで
学習することで，発達
の段階や個に応じた配
慮がなされている。(2
年p.41-42)

○基礎的・基本的な内
容を扱う，「例」「例
題」にはタイトルをつ
け，学習内容を明確に
するよう工夫されてい
る。(1年p,72)
○２年「連立方程式｣,
３年「二次方程式」で
は，１年での記載内容
をそのまま掲載するこ
とで，３年間を通して
繰り返し学び直せるよ
う工夫されている。
(1年p.99,2年p.47,3年
p.78)

○学校生活での出来事
など，身近な場面設定
がされており，生徒の
興味・関心を高めるよ
うな題材を取り上げる
よう配慮されている。
(2年p.118)
○「円周角の定理発見
ディスク」を巻末付録
として添付し，操作活
動を通して，興味・関
心をもって学習できる
よう工夫されている。
(3年p.263-267)

○２年「式の計算」で
は，誤答例から誤答の
理由を考えさせること
で，意味理解をより深
められるよう工夫され
ている。(2年p.24)
○「みんなで話し合っ
てみよう｣｢自分のこと
ばで伝えよう｣｢自分の
考えをまとめよう」を
設け，思考力・表現力
を高められるよう配慮
されている｡(1年
p.29,2年p.91,114)

○各章末の「基本のた
しかめ」では，学習内
容とその学習ページが
示してあり，基礎的・
基本的な学習内容の定
着が各自で確認・復習
できるよう配慮されて
いる。(1年p.50,2年
p.144)
○巻末「数学広場」で
は，個人の興味・関心
に応じて多様な活用問
題に取り組むことがで
きるよう配慮されてい
る。(1年p.239-259)

○数学の見方・考
え方やノートの取
り方の例，ポイン
ト等を掲載し，学
習の進め方につい
て助言している。
(全学年p.6-11)
○１年「空間図
形」の導入には，
仁摩サンドミュー
ジアムの航空写真
が掲載されてい
る。(1年p.166)

○本冊（必修内容をま
とめたもの）と別冊
（練習問題や習熟度に
応じた内容をまとめた
もの）にわけること
で，本冊の基礎的・基
本的問題を充実させて
いる。
○「みんなで話し合っ
てみよう｣｢自分のこと
ばで伝えよう｣｢自分の
考えをまとめよう」を
設け，表現力の育成と
協働的な学びになるよ
う配慮されている。
（1年p.29）

Ｎ

○学びを導くキャラク
ターが登場し，個に応
じて学習がすすめられ
るよう工夫されてい
る。(2年p.67)
○「ふりかえり」で
は，本文中の事柄と密
接に関係する既習の内
容と学習ページが示さ
れ，復習できるよう配
慮されている。(1年
p.37)

○巻頭に前学年の基礎
的・基本的な内容の問
題｢クイックチャージ｣
を設け，学んだことを
復習・確認したうえ
で，学習をすすめるこ
とができる構成となっ
ている。(2年p.4-13)
○表や図，式だけでな
く，色分けを有効に使
うことで，理解を促す
よう工夫されている。
(1年p.176,2年p.105,
107)

○各章の導入では，見
開き２ページを使って
課題が提示され，その
課題をもとに学習が展
開されるよう工夫され
ている｡（1年p.110-
111)
○巻末の「数学探検」
では身のまわりにある
数学について話題を提
供し，興味・関心を喚
起するような内容と
なっている。
(1年p.225-238,2年
p.175-186)

○言葉や式で表現した
り，読み取る力を伸ば
したりするため，根拠
や考え方を問う問題を
扱い，数学的活動の充
実を促すよう工夫され
ている。(1年p.93)
○成り立たない例を考
えさせる課題や，理由
を説明させる課題を取
り上げることで，説明
することや判断する機
会を増やす工夫がされ
ている｡(1年p.53,177)

○「ＮＯＴＥ」という
コーナーを設け，ノー
トの取り方について助
言することで，まとめ
る力や表現力を育成す
るよう配慮されてい
る。(1年巻頭,p.53,
56,89)
○３年巻末「ひろがる
数学の世界」では，中
学の学習内容をさらに
すすめたものを紹介す
ることで，数学の世界
の広がりを伝えてい
る。(3年巻末)

○表紙裏に，仁摩
サンドミュージア
ムの写真が大きく
掲載されている。
(1年表紙裏)
○「問」の中で，
少しタイプが変わ
る問題や難易度が
高くなる問題には
印をつけ，注意を
促す配慮がされて
いる。(3年p.20)

○巻頭に前学年の基礎
的・基本的な内容の練
習問題「クイックチャ
ージ」を設け，学んだ
ことを復習・確認した
うえで，学習をすすめ
ることができる構成と
している。(1年p.4-
11,2年p.4-13,3年p.4-
13)
○本文の記述は「例」
と「問」を中心とした
シンプルな流れで学習
内容が整理されてお
り，理解を促す配慮が
されている。
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｏ

○基本的に見開き２ぺ
ージを１つの小節と
し，学習の流れが確認
しやすくなっている。
(2年p.100-101)
○本文の「問」や節末
の「基本の問題」は，
「例」と同程度の問題
となっており，基礎的
・基本的な内容を確実
に定着できるよう配慮
されている。(１年
p.45,49)

○すべての章の直前に
は復習問題のページが
設けてあり，既習事項
の確認ができる構成と
なっている。
(1年p.57)
○例・例題の｢解答例｣
だけでなく，「問」に
もノート形式の記述を
用いることで，ノート
整理や考えをまとめる
際の参考となるよう工
夫されている。
(1年p.231,2年p.159,3
年p.119)

○章の扉にある導入問
題では，見開き２ペー
ジを使って課題が提示
され，その課題をもと
に学習が展開されるよ
うな構成になってい
る。(3年p.72,73)
○「生活への利用」や
「深める数学」が，各
章末に設けられ，その
章で学んだことを深め
たり活用したりするこ
とで，興味・関心を高
められるよう工夫され
ている。(1年p.118)

○巻頭の「数学の学習
で大切なこと」では，
考えを伝え合うことに
ついて「数学の言葉」
を積極的に使うことな
ど，具体的なポイント
が示されている。(1年
p.7)
○誤った考え方を提示
し，その考えが正しく
ない理由を説明させる
ことで，意味理解をよ
り深められるよう工夫
されている。(2年
p.173)

○巻末「数学マイトラ
イ」のＢ問題では活用
問題を取り上げ，思考
力・判断力・表現力の
育成ができるよう配慮
されている。(1年
p.277)
○節末問題「基本の問
題」と章末問題「章の
確かめ」では，各問題
が４つのどの観点に主
にかかわる問題かを明
示し，各自で自己評価
できるようにしてい
る。(１年p.49,54)

○表紙裏の複数枚
の写真では，数学
の美しさを感じ取
れるようなものを
掲載している。
○３年裏表紙「数
学の歴史」では，
数学史だけでな
く，多数の数学者
の顔が掲載されて
おり，興味・関心
が高まるよう工夫
されている。

○中学生のキャラクタ
ーが，数学用語を使っ
て表現する場面などを
示すことで，言語活動
充実のための学習につ
なげられるよう工夫さ
れている。(2年p.103,
3年p.119)
○巻頭の「この本の使
い方｣｢数学の学習での
大切なこと｣｢ノートの
工夫」が具体的に表記
してあり，学習の手助
けとなるよう工夫され
ている。
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

○基本的な内容が精選
され，各学年ともゆと
りをもって学習が進め
られるように配慮され
ている。また，発展的
な内容は必修の学習内
容と関連を図り，内
容，分量とも過度な負
担とならないように配
慮されている。
○１年は,他学年に比
べて,文字が大きく,１
行の文字数が少なく,
小学校からの円滑な移
行に配慮されている。

○章のはじめと終わり
に,「before&after」
が示されており，目的
意識をもって学習をす
すめ，学習したことの
振り返りができるよう
に構成されている。(1
年p.20,28)
○単元に１カ所「じっ
くり実験しよう」があ
り,解決方法について
話し合ったり,対照実
験を考えたりするよう
に構成されている｡(2
年p.98)

○学習内容の導入部で
は，身のまわりの事象
の写真をダイナミック
に使い，興味・関心を
高める工夫がされてい
る。（1年p.140）
○「どこでも科学」で
は,身近な材料ででき
る実験やものづくり等
を紹介し,学習内容へ
の興味・関心が高めら
れるよう工夫されてい
る。（1年p.225）

○コラム「科学で
GO!」（1年p.90）や単
元末の「ニッポンの科
学」（1年p.60）のよ
うに，学習内容と日常
生活との関連付けが図
られ，科学の有用性が
感じられるよう工夫さ
れている。
○「書く」や「話す」
のマークを明記し，科
学的な思考力・表現力
を高める活動を多く取
り入れている。（1年
p.20,33）

○章末の「チェック｣,
単元末の「学習内容の
整理」「確かめと応用
（活用編）」等，学習
内容の振り返りや基礎
的な内容の定着が図ら
れるような問題が設け
られている。(3年
p.60-64)
○単元末に｢科学の本
だな｣として図書が紹
介されており,興味･関
心を発展的に広げられ
るようにしてある。(1
年p.67)

○全学年巻末に付
録としてペーパー
クラフトが付いて
いる。平面では把
握しづらい空間的
に認識する内容の
理解に役立つもの
となっている。
○各学年のはじめ
に，継続観察を促
し意欲づけるペー
ジを設け，１年を
通して観察時期を
逃さないように配
慮されている。

○学年のはじめに，学
習課題とまとめの関連
など，探究の流れが例
示されており，学習の
流れが明確になるよう
工夫されている。(1年
p.4-5）
○巻頭に，１年は｢学
習内容を見てみよう｣
２,３年は「学習内容
のつながり｣が示さ
れ，小学校から中学校
までの学習内容の系統
が明確にしてある。

，

Ｂ

○単元末に終章を設
け，学習した内容を生
かし発展的な内容を考
察するような課題が設
定されている。（1年
p.126）
○単元の導入ページで
既習事項を振り返ると
ともに，これから学習
することを示し見通し
をもって学習できるよ
うに工夫されている。
（1年p.22）

○巻頭見開きでダイナ
ミックな写真を掲載
し，人類に大きな貢献
をした科学者を紹介し
て科学に対する夢を
もって学習に入ってい
けるように工夫してい
る。
○観察･実験において,
目的と視点が示されて
おり，見通しをもって
観察･実験に取り組め
るように工夫されてい
る。(1年p.25)

○「トピック｣(1年
p.73)では実験ノート
は科学の基本であると
いった科学に関するこ
と，「科学史」（1年
p.85）は科学の歴史や
科学者に関する話題を
紹介している。
○１年約30，２・３年
約40の発展的テーマが
設定され，理科への興
味・関心が高められる
ようにしてある。

○学習内容が日常生活
や社会で活用されてい
る例(1年p.76)や，学
習内容と職業との関連
がある例(1年p.110)を
取り上げ，理科の有用
性に触れている。
○公式を扱う学習で
は，例題と解答例を示
すとともに，算数や数
学で学習した内容と結
びつけることができる
ように配慮されてい
る。（1年p.184）

○学習内容を確認する
ための「問い」を設
け，問いの解答を次
ページ下に掲載し，確
かめをしながら学習を
することができるよう
工夫されている。（1
年p.75,76）
○単元末の「単元末問
題」の後に「読解力問
題」と「サイエンスラ
ンド」を設け，思考
力・表現力を高める工
夫がされている。（1
年p.64）

○各学年のはじめ
に，継続観察を促
し意欲づけるペー
ジを設け，１年を
通して観察時期を
逃さないよう配慮
されている。（2
年p.6）
○｢やってみよう｣
の中に,「ものづ
くり｣があり,科学
の原理や法則につ
いての理解を深
め，実生活につな
ぐ工夫がされてい
る。(1年p.254)

○｢くらしの中の理科｣
｢トピック｣等の資料
や，｢発展｣等の内容が
設けられ，主体的・発
展的に学習を進めてい
くことができる構成に
なっている。
○実験結果の例は，図
や写真と共に表してあ
り，想定される結果か
ら科学的に考察できる
ように配慮されてい
る。（1年p.90）
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【理科】No.１



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｅ

○単元の導入ページで
既習事項をチェックす
る問いからはじまり，
次ページにこれから学
ぶことを示し見通しを
もって学習できるよう
に工夫されている。
（1年p.5,6）
○実験における基本操
作について取り上げ，
写真や図を用いて視覚
的に理解できるよう工
夫されている。（1年
p.12）

○写真や図表が大きく
配置され，学習効果を
高める工夫がされてい
る。（1年p.190）
○観察・実験のあとに
は,「結果」と「考察
とまとめ」のタブがあ
り,観察･実験から得ら
れる学習内容を整理し
て理解できるように構
成されている｡(1年
p.16)

○「科学を仕事に生か
す」では，学習内容と
職業や日常生活との関
連がわかり，科学を学
ぶ意義や有用性を実感
できる配慮がされてい
る。（1年p.68）
○「チャレンジ」では
ものづくり等，学習内
容の理解を深め，興
味・関心を高める工夫
がされている。(3年
p.108)

○「話し合ってみよ
う」や「問い」を設
け，思考力・表現力を
高められるよう工夫さ
れている。
（1年p.80,88）
○学習内容を活用する
問いに「活用」と明記
し，考えさせる場を設
けている。さらに，く
らしの中の事象と結び
付けて考え表現する場
を設けている。(1年
p.19)

○随所に「科学の窓」
を設け，学習内容と関
連の深い話題や発展的
な内容を，写真やイラ
ストを交えて紹介し，
学習内容の理解を深め
る工夫がされている。
(1年p.25)
○単元末の「学習のま
とめ」では，重要語句
が朱色で示されてお
り，確認しやすいよう
工夫されている。（1
年p.70）

○３年巻末資料に
「高校へのステッ
プアップ｣が示さ
れ,高校での学習
へのつながりがも
てるように工夫さ
れている｡(3年
p.300-301)

○既習事項を振り返り
ながら系統的に学習が
つながる構成となって
おり，基礎・基本を確
実に定着できるよう工
夫されている。（1年
p.75,78）
○実験・観察の結果例
が，詳細なスケッチと
ともに示され，レポー
トの記入例として参考
になるよう配慮されて
いる。（1年p.170）

Ｇ

○基本的な内容が精選
され，各学年ともゆと
りをもって学習が進め
られるように配慮され
ている。また，発展的
な内容は必修の学習内
容と十分な関連を図
り，内容の程度，分量
とも，過度な負担とな
らないように配慮され
ている。
○脚注で生徒の戸惑い
やすいポイントについ
ての説明がされてい
る。（2年p.27）

○単元のはじめに,各
章ごとの「学んでいく
こと」が文章で示され
ており,学習の流れや
他学年での既習事項と
の関連が示され,学習
の見通しがもてるよう
工夫されている。（1
年p.8,9）
○観察･実験の「考
察」に記述された項目
に対するまとめが,す
ぐあとに明示され,観
察･実験の分析･解釈に
役立つように配慮され
ている｡(1年p.16)

○「ハローサイエン
ス」は，コーナー
キューブ等学習した内
容が実際の生活，安
全，歴史，環境などと
どのように関わってい
るか例を挙げ紹介して
いる。（1年p.77）
○マグニチュードと地
震エネルギーの関係を
球体の体積のイメージ
で表現するなど視覚的
に理解できるよう配慮
されている。（1年
p.214）

○巻末資料に「理科で
使う算数・数学」を設
け，計算にかかわるつ
まずきをサポートでき
るようにしている。(1
年p.265)
○科学の話題を紹介す
るミニコラムを見開き
紙面の両側の随所に掲
載し，学習内容と日常
生活との結びつきが図
れるように工夫されて
いる。(1年p.42)

○本文や単元のまとめ
では，重要語句が朱色
の太文字で示され，科
学的な思考や表現を支
える言葉を確認しやす
いよう工夫されてい
る。(１年p.44,62,63)
○単元末の「用語の整
理」「基礎基本問題」
「活用応用問題」が充
実しており，自学自習
に役立てることができ
る。(2年p.52-57)

○東日本大震災に
ついて見開きで資
料として扱ってい
る。（1年p.220）
○全学年，巻末に
付録が付いてい
る。簡易カメラ，
原子カード等，学
習内容の理解と興
味･関心を高める
内容となってい
る。

○観察・実験の結果例
を写真やイラストなど
で掲載し，実験の結果
から考えられることを
「実験から」や「わた
しのレポート」でわか
りやすく明記してい
る。（1年p.12,16）
○「ハローサイエン
ス」で科学の話題が豊
富に示されており,発
展的な内容や日常生活
との関わりなど，学習
が深まるよう工夫され
ている。（1年p.98）
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
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      ついての工夫
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Ｍ

○章の導入ページで
は，写真で興味を引き
付け，既習事項を振り
返り，円滑に学習に
入っていくことができ
るように配慮されてい
る。（1年p.16）
○観察・実験が１年
24，２年24，３年22と
精選されており，ゆと
りをもって学習が進め
られるように配慮され
ている。

○学習の課題を解決す
るための「考えてみよ
う」「話し合ってみよ
う」「活用してみよ
う」が設定されてお
り,探究的に課題解決
できるように構成され
ている。(2年p.74-77)
○「本冊」と自らが書
き込み反復学習ができ
る「マイノート」の２
冊構成になっている。

○「部活ラボ」では部
活動の中での科学の話
題を紹介し，学校生活
と理科を結びつけ，興
味・関心を高められる
よう工夫されている。
（1年p.205）
○単元末にある「広が
る世界」は最新の科学
技術を紹介し，科学技
術の進展がもたらす未
来への期待を高める工
夫がされている。(3年
p.136-137)

○コラム「ぶれいく
time」を設け，学習内
容と日常生活との結び
つきが図られるよう工
夫されている。（1年
p.128）
○「サイエンス資料」
では，算数・数学の関
連を取り上げ，教科を
つなぐ配慮がされてい
る。また，話し合いか
ら発表までの仕方を具
体例を挙げて説明して
いる。（1年p.252）

○各単元の「学習のま
とめ」では，色覚特性
に配慮した青色のフィ
ルターを取り入れ，基
本用語の反復学習がで
きるよう工夫されてい
る。(１年p.55)
○別冊「マイノート」
に学習内容の確認問題
や基本問題，応用問題
が掲載され，家庭での
自学自習ができるよう
工夫されている。

○東北地方太平洋
沖地震のデータを
使う実習を設けて
いる。（1年
p.63）
○紙面右端に生
命，地球，物質，
エネルギーの４つ
の概念を明記し，
系統性を意識して
３年間の学習がで
きるように工夫さ
れている。

○観察・実験が精選さ
れている。さらに，学
習が深まるように，
「ためしてみよう」や
「図示実験」等，発展
的な実験が例示されて
おり，時間があれば取
り組めるようになって
いる。（1年
p.135,160）
○本文を見開きの中央
部に，図や写真資料は
両脇と下部に配置する
という紙面構成になっ
ており，読みやすくな
るよう工夫されてい
る。(1年p.148)
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｇ

○「さまざまな音楽文
化」というテーマで
は,表現と鑑賞を関連
させ,日本と世界のつ
ながりを意識できるよ
う工夫されている。
（1年p.16-25,40-47）
○創作の指導事項に応
じて「旋律をつくる」
「音楽の構成やまとま
りを工夫する」ことが
系統的に学習できるよ
う配慮されている。
（2・3年下p.40,46）

○「歌のアルバム」で
は，幅広いジャンルを
取り上げ，多様な楽曲
を通じて学習活動に取
り組むことができるよ
うに配慮されている。
（全学年p.66-80）
○日本と他国の音楽文
化の共通点や相違点を
探る教材がまとまりを
もって配置されてい
る。（1年ｐ.46 2･3年
上 p.40）

○鑑賞では，楽譜と楽
器の写真を併記するこ
とで，音とともに視覚
的に楽曲の構成をとら
えられるように工夫さ
れている。(１年P.49-
51)
○「ポピュラー音楽図
鑑」では，幅広い音楽
ジャンルが紹介され，
鑑賞と関連付けて取り
扱うことができるよ
う，参照ページが示さ
れている。
(2・3年上P.58-61)

○全学年「音のスケッ
チ」で創作の学習内容
と具体的な活動が示さ
れ，創作の学習を段階
的に行うことができる
よう配慮されている。
（1年p.52,56,60）
○「郷土の伝統ある音
楽文化にふれる喜び」
として,日本各地の中
学生の活動が紹介され
ている。
（2・3年上p.52-53）

○「どんな特徴がある
かな？」では，音楽を
形づくっている要素に
ついて分かりやすく示
されており，教材と関
連付けて確認できるよ
う配慮されている。
（1年p,62,2･3年上
p.56,下p.48）
○鑑賞では，言語活動
を取り入れた学習活動
例を示したり，比較聴
取教材を設けるなど，
知覚・感受を深めるこ
とができるよう工夫さ
れている。
（2・3年下p.24-27）

○教材に関する用
語や記号がページ
右側に示され，楽
典のページで確認
できるよう工夫さ
れている。
（1年p.15,84）
○「私たちのくら
しと音楽」では知
的財産権や音楽療
法などが紹介さ
れ,くらしと音楽
との関連について
考えることができ
るよう配慮されて
いる。（2･3年下
p.50-53）

○教材の左側に縦書き
で「活動のポイント」
が示され，指導事項と
〔共通事項〕との関わ
りを確認しながら学習
活動を進めることがで
きるよう配慮されてい
る。（2･3年上p.6）
○「音楽の要素を捉え
ながら｣｢さまざまな音
楽文化｣｢歌い合わせ聴
き深める喜び」の３つ
のまとまりで構成さ
れ, 題材のつながりを
意識しながら学習が進
められるよう配慮され
ている。（全学年目
次）

Ｈ

○創作の学習では，学
習の手順を簡潔に示す
とともに，鑑賞，歌唱
との関連を図りながら
学習ができるよう配慮
されている。（1年
p.44,46,48）
○「心通う合唱」では
中学生の声域に配慮し
た混声三部合唱が多く
取り上げてられてい
る。（1年p.58-74,2･3
年上p.60-76,下p.56-
72）

○「音楽学習ＭＡＰ」
では,学習の支えとな
る〔共通事項〕が「学
習の窓口」という言葉
で表され，それぞれの
楽曲で焦点化して取り
扱う事項が確認できる
よう配慮されている。
（全学年p.2,3）
○伝統音楽について幅
広いジャンルから教材
を選択するとともに，
創作との関連を図った
り音環境という観点か
ら取り扱ったりできる
よう工夫されている。
（1年p.40-49,口絵
3,4）

○伝統芸能や民謡など
は聴いてまねて歌う
（唄う，謡う）学習が
取り入れられ，生徒が
興味・関心をもって音
楽の特徴を理解するこ
とができるよう配慮さ
れている。（1年
p.46,2･3年上p.44
,2･3年下p.42）
○世界や日本の代表的
な音楽祭やホール，劇
場などが大きな写真で
紹介され，興味・関心
が高められるよう配慮
されている。（全学年
口絵1,2）

○「ここが分かれば
Grade up!」は，学習
内容を確認することが
できるとともに，音楽
表現の創意工夫をする
上での視点となるよう
配慮されている。（2･
3年上p.10,17,26）
○表現したいイメージ
をもって構成を工夫し
ながら創作する活動を
個人やグループで行う
ことができるよう，学
習内容や手順が分かり
やすく示されている。
（2･3年上p.30-31）

○「心通う合唱」で
は，タイトルの横に曲
の特徴や歌う際のポイ
ントを〔共通事項〕と
関連させながら簡潔に
示し，全体像をとらえ
たうえで工夫して歌え
るよう配慮されてい
る。（2･3年下p.56-
71）
○曲想の異なる３つの
曲を根拠をもって批評
し，お互いに伝え合う
活動ができるよう工夫
されている。（2･3年
下p.30-31)

○口絵には我が国
や諸外国の音楽の
基礎的な事項が豊
富な写真で示さ
れ，理解を深める
工夫がされてい
る。（2･3年下口
絵1-9）
○音楽に関する知
的財産権やイン
ターネット上にお
ける音楽利用につ
いてＱ＆Ａの形で
解りやすくまとめ
られている。（2･
3年下p.50-51）

○教材名の上下に目標
と具体的な活動内容を
示すとともに，「音楽
学習ＭＡＰ」に示した
学習の窓口を加えるこ
とで〔共通事項〕との
関連を確認しながら学
習できるよう配慮され
ている。（1年p.32）
○小学校で学習した日
本の歌が混声合唱に編
曲され，地域との交流
会や行事等で活用する
など，小学校と中学校
の学びの関連を図る工
夫がなされている。
（1年p.54,2･3年下
p.54）
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｇ

○前半「演奏の仕方を
身に付けよう」で基礎
的な知識や技能を習得
し，後半「あわせて合
奏しよう」で合奏曲を
通して奏法や楽曲の特
徴を感じ取ることがで
きるよう，段階的に取
り組める工夫がされて
いる。
○各楽器ごとに基礎的
な技能と楽曲が関連付
けて配置されており，
楽曲の演奏を通して技
能が習得できるよう配
慮されている。
（p.36，p.51-53）

○各楽器の導入部分で
は，それぞれの楽器の
基礎的な知識や奏法に
ついて，写真やイラス
トを使い簡潔にまとめ
られている｡(p.40-44)
○曲想が異なるボディ
パーカッションの教材
が取り上げられてお
り，曲想の違いを感じ
取ることができるよう
配慮されている。
（p.92-93）

○巻頭と巻末にある
「With My Heart」で
は，第一線で活躍する
演奏家からのメッセー
ジが掲載され，音楽へ
の関心を高めることが
できるよう配慮されて
いる。（巻頭口絵①，
p.98）
○三味線の絃の張り方
や横笛を手作りするた
めの設計図が紹介され
ており，楽器の仕組み
に興味・関心をもつこ
とができるよう配慮さ
れている。（p.42,49
①②）

○Let's PlayとLet's
Tryでは，各楽器の特
徴を生かした合奏教材
がクラシック，ポピュ
ラー，民謡などから幅
広く取り上げられてお
り，実態に応じて選曲
できるよう配慮されて
いる。（p.64-93）
○「日本の楽器と音
楽」が時代に沿って写
真と解説によりまとめ
られ，伝統文化への理
解を深めることができ
るよう配慮されてい
る。（p.48）

○リコーダーのトリル
奏法やギターのタブラ
チュア譜が紹介されて
おり，生徒や各学校の
実態に応じて学習を深
めることができるよう
配慮されている。
(p.18,28-29,78-79）
○同じ楽曲で二種類の
合奏曲が示され,合わ
せて演奏する活動に幅
広く取り組むことがで
きるよう工夫されてい
る｡(p.34-35,80-81)

○ギターのダイヤ
グラムに対応した
写真や五線譜に対
応した鍵盤図を示
すことにより,
コードを視覚的に
捉えることができ
るよう配慮されて
いる。（巻末口絵
③④）
○アルトリコー
ダーの基礎練習曲
にコードネームが
示され，他の楽器
とのアンサンブル
ができるように配
慮されている。
（p.6,8）

○幅広いジャンルの楽
曲が掲載されており，
学校や生徒の実態に応
じて選曲できるよう配
慮されている。
○和楽器の特性をいか
したアンサンブル教材
が複数取り上げられ，
発展的な学習を展開で
きるよう工夫されてい
る。（p.80-87）

Ｈ

○前半の各楽器の学習
では生徒の実態に合わ
せて基礎的な技能が習
得できるよう，平易な
楽曲が扱われており，
基礎・基本の定着を図
るよう構成されてい
る。
○「ここが分かれば
Grade up!」では身に
付けた力をもとに，曲
想や全体の響きを考え
て音楽表現の工夫をし
たり，曲の構成を考え
て創作をしたりできる
ように配慮されてい
る。（p.51,53,55）

○各楽器の導入部分で
は，それぞれの楽器の
基礎的な知識や奏法に
ついて，写真やイラス
トを使い簡潔にまとめ
られている。
（p.32-36）
○「音楽学習ＭＡＰ」
では学習の支えとなる
〔共通事項〕が「学習
の窓口」という言葉で
表され,それぞれの楽
器や楽曲で焦点化して
学習する内容が確認で
きるよう配慮されてい
る。（p.2）

○「音を聴いて確かめ
よう」では各楽器の音
色や響きに焦点を当て
て特徴を理解すること
ができるよう配慮され
ている。（p.7）
○「楽器を知ろう」や
「和楽器こぼれ話」で
は楽器にまつわるコラ
ムが記されており，興
味・関心を高められる
よう配慮されている。
（p.3,25)

○和楽器の演奏に関す
ることだけでなく，姿
勢や身体の使い方，礼
儀について解説されて
おり，我が国の伝統や
音楽文化を理解できる
よう配慮されている。
（p.26）
○アンサンブル教材で
は〔共通事項〕を視点
とした演奏のポイント
が示されている。
（p.56-85）

○アンサンブルセミ
ナーは，アーティキュ
レーションの工夫や
パートの役割，曲の構
成といった演奏の視点
が示されており，創意
工夫しながら段階的に
活動できるよう配慮さ
れている｡(p.50-55）
○筝を使った旋律創作
の手順の例が示されて
おり，創りたい音楽の
イメージをもち,習得
した奏法を使いながら
創作できるよう配慮さ
れている。（p.31）

○演奏法を具体的
に捉えられるよう
コマ撮りした写真
が用いられ，身体
の使い方が理解で
きるよう配慮され
ている。
（p.30,40）
○ラテンパーカッ
ションや合奏で使
用する打楽器の基
本的な奏法や扱い
方が写真とともに
分かりやすくまと
められている。
（p.46-49）

○教材数が精選されて
おり，基礎・基本の定
着を図ることができる
よう配慮されている。
○各楽器の導入におい
て鑑賞曲を紹介するこ
とで，各楽器の音色に
対するイメージや，奏
法に興味・関心をもつ
ことができるよう工夫
されている。（p.3）
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｄ

○２・３年生を１冊に
まとめ，１題材の中で
基本的な内容と発展的
な内容を盛り込み，生
徒自身が下学年の学び
を深めることができる
ような内容となってい
る。
○題材ページの最後に
自己評価ができるよう
評価の観点と関連させ
た「ふりかえり」が示
されている。

○鑑賞から表現，そし
て鑑賞へと展開する題
材の構成とすること
で，表現と鑑賞の一体
化がなされるよう工夫
されている。
○１つの題材を様々な
表現方法で掲載し，学
校や生徒の実態に合わ
せて題材を選択しやす
いような構成となって
いる。（2･3年p.70-
77）

○様々な職業人の声を
掲載し，美術の学びが
多様な職業に生かされ
ることを示すことで，
美術に対する興味・関
心が高まるよう工夫さ
れている。
（2・3年p.10）
○制作の過程が段階的
に示され，見通しを
もって取り組めるよう
な工夫がされている。
(1年p.23，2･3年p.37)

○生徒が普段使ってい
るものと日本の伝統的
な作品を同じ使い方で
示すことで，生活の中
の美術文化が身近に感
じられるよう工夫され
ている。（1年p.42-
43）
○言語を通した発想や
構想を深める手立てが
示されている。（2.3
年p.30，71）

○「美しさの交流」で
は，美術を通した他学
年との学びの交流を掲
載し，全校で学習に取
り組む手立てが示され
ている。（1年p.46-
47）
○鑑賞のきっかけとし
て「問いかけ」を設定
し，鑑賞するポイント
や授業の導入として示
すことで，自ら考えな
がら作品を見ることが
できるようになってい
る。（1年p.27，2･3年
p.28）

○見開きページを
用いたり，９０度
回転させたり，右
から左へ見ていく
などのレイアウト
の変化を設け，生
徒が楽しんで学習
できるよう工夫さ
れている。
○目次には評価の
観点そのものが示
され，各題材の振
り返りの視点が明
確になっている。

○各学年の巻頭に，美
術で培った力をこれか
らの生活に生かすこと
を示し，美術が社会に
役立てられていること
を伝え，より主体的に
学習できるように工夫
されている。
○１つの表現題材を
様々な表現方法で掲載
したり，制作と鑑賞の
関連をもたせたりする
など，様々な題材設定
ができるよう配慮され
ている。(2･3年p.24-
27)

Ｊ

○２・３年を１冊にま
とめ，３年時に既習事
項を振り返ることがで
きるとともに，「学習
を支える資料」のペー
ジも多くし，充実させ
た内容となっている。
○表現題材を４ページ
に渡って掲載し，図版
や関連題材を多く掲載
しながら生徒の視点で
活動のプロセスを追っ
た提示の仕方となって
いる。（1年p.8-9，2･
3年p.26-27）

○「特別展示室」では
風神雷神という同じ対
象を彫刻及び絵画表現
で示すことで，表現方
法によって鑑賞の視点
が異なることを理解
し，多くの良さや美し
さを発見することにつ
ながっている。（1年
p.22-27）
○題材ごとに「目標」
が示され，チェックし
ながら生徒が自分で学
習を振り返ることがで
きる工夫がされてい
る。

○美術作品をくらしの
中で生かすことができ
る工夫が具体的に示さ
れている｡
(2・3年p.6-7）
○キャラクターやお菓
子のパッケージデザイ
ンなど，生徒が身近に
感じる題材が設定され
ている。（2･3年p.58-
59，68-69）

○平田の一式飾りや県
内作家の作品が掲載さ
れ，題材と関連させ
て，地域の伝統文化を
より身近に感じとるこ
とができる。（1年
p.19,2･3年p.35）
○美術館の取組を紹介
し，鑑賞の機会を提供
したり，多様な文化・
歴史・感性の存在を知
らせたりするという美
術館の公益性に気づく
よう工夫されている。
（1年p.66-67,2･3年
p.96）

○「トピックス美術
史」は，美術史年表と
関連させながら美術史
用語を説明し，美術文
化への知識・理解が深
まるよう工夫されてい
る｡（2･3年p.92-98）
○巻末の「学習を支え
る資料」の中に〔共通
事項〕の視点が掲載さ
れ，生徒が必要なとき
に参考にできるよう配
慮されている。（1年
p.60-62，2･3年p.84-
85）

○現在活躍してい
る作家のスケッチ
ブックや制作風景
を掲載し，創作活
動に対する興味を
喚起したり発想や
構想をしたりする
うえでの手立てと
なっている。（1
年p.46-47,2･3年
78-79）
○全題材の目標の
下に〔共通事項〕
を囲みで示し，意
識して学習が進め
られるよう工夫さ
れている。

○図版や関連題材を多
く掲載しながら，作品
の構想から制作の過程
を生徒の視点で示し，
活動の見通しがもてる
よう工夫されている。
(2･3年p.11)
○グループで話し合い
ながら作品を制作した
り発表したりする活動
や，自身の作品に対す
る思いを言葉にして添
えたりする活動が設定
されている。(2･3年
p.24,52-53）
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｏ

○２・３年を分冊とし
ており，上を基礎的な
内容，下を発展的な内
容として位置付けてい
る。
○「鑑賞との出会い」
として鑑賞の視点を取
り上げ，３年間を見通
した鑑賞の考え方を示
している。（1年p.18-
19）

○表現と鑑賞の一体化
を図るため，関連する
内容が「参照」ページ
として掲載されてい
る。（1年p.24，2･3年
上p.45）
○各巻の「教科書美術
館」では，同じテーマ
等で制作された作品を
比較して話し合うこと
で，鑑賞の視点を身に
付ける工夫がされてい
る。

○掲載作品の多くには
「作者の言葉」として
作家や生徒の作品解説
を掲載し，発想や構想
のヒントとなるよう示
されている。
○浮世絵が原寸大で和
紙に印刷されており，
日本美術を視覚と触覚
を働かせて鑑賞できる
ように工夫されてい
る。（2･3年上p.26-
27）

○映像メディアを用い
た表現方法や作品完成
までのプロセスでの扱
い方をなどを掲載して
いる。（1年p.12-13，
2・3年上p.8-9）
○社会を豊かにするた
めの作品やデザイナー
の作品・考え方等を掲
載し，美術に関する職
業意識が高まるよう工
夫されている。（1年
p.32-33,2･3年上p.38-
39,下6-7）

○巻末には表現や鑑賞
に役立つ資料が掲載さ
れ，基礎的な事項を振
り返ったり，制作に役
立てたりできるよう配
慮されている。
○美術を体験する場や
美術館など，生活の中
で美術とのつながりを
発見できるような資料
が掲載されている。
（2･3年下p.50）

○日本と世界の文
化が相互に影響を
受けていることと
いった文化の交流
が分かりやすくま
とめてある。
（2・3年上p.50-
）
○学習のまとめ方
など美術科で学ん
だ内容を他の教科
等で生かす例が示
されている。（1
年p.18-19,2･3年
上p.41-42,下
p.24-29,39）

○Ａ４版を拡大して横
幅を広げ，情報量を増
やしたり作品を大きく
掲載したりすることで
鑑賞活動をより充実し
て行えるように配慮さ
れている。
○全体を３冊構成とし
て２・３年を分冊にし
ており，上を基礎的な
内容，下を発展的な内
容として位置付けてい
る。(1年p.10、2・3年
上p.14、下p.20)
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【美術】No.２

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

○章扉に関連する小学
校での既習内容と高校
での学習内容が示さ
れ，小・中・高等学校
を通じた学習の系統性
を重視した内容で編成
されている。
（p.5,45）
○学習のヒントやポイ
ントを伝えるキャラク
ターが理解を促し，学
習のねらいを把握しや
すいよう配慮されてい
る。（p.145）

○基礎的・基本的知識
の定着から，実生活で
の活用力まで，各時間
の学習が円滑に流れる
ようレイアウトが工夫
されている。（p.69）
○各章の終末に「確認
の問題」「活用の問
題」「学習のまとめ」
を設け，学習内容が確
実に定着するよう工夫
されている。（p.90-
91）

○各ページ下にクイズ
が設けられ，保健体育
に関連した事柄への関
心が広がるよう工夫さ
れている。
（p.13,15）
○学習内容に関連する
読み物資料を掲載し，
興味・関心を高め，学
習内容が深められるよ
う工夫されている。
（p.19,39）

○各章の終末に生命の
尊重，安全などの今日
的な健康課題に取り組
む資料が掲載され，探
究的な学習ができるよ
う工夫されている。
（p.28-29）
○各時間の「考えてみ
よう」では，自分の意
見をまとめて発表した
り，話し合ったり，記
述したりする活動を通
して学習内容を活用し
て思考力・表現力を高
められるよう配慮され
ている。（p.25,27）

○「生かそう」では，
自分たちの生活や身近
な地域について考えて
いくよう促し，家庭や
社会生活に関わってい
けるよう配慮されてい
る。（p.77,161）
○「他教科マーク」に
より他教科とのつなが
りを示し，教科相互の
関連を図り，系統的，
発展的な指導が可能と
なっている。
（p.112,144）

○巻頭には躍動感
ある口絵が用いら
れ，スポーツ選手
だけでなくスポー
ツや健康を支える
人に目を向けられ
るよう工夫されて
いる。（口絵1-
8）

○学年別に保健編，体
育編で構成され，各学
年の学習内容が明確に
なり，見通しをもって
学習に取り組めるよう
配慮されている。
○各時間の学習の冒頭
にキーワードをチェッ
ク欄とともに示し，巻
末にそれらすべてに対
応した解説が掲載され
ている。（p.165）

Ｂ

○関連した内容を学習
するページを示す「リ
ンク」欄が設けられ，
学習内容のつながりを
意識した総合的な学習
ができるよう配慮され
ている。（p.21）
○生涯にわたり豊かな
スポーツライフを送る
必要性や楽しさが，写
真等の資料により理解
しやすくなっている。
（口絵3-4）

○各章の扉には中学生
の写真とともに，それ
ぞれの章での学習内容
が示され，見通しを
もって主体的に学習に
取り組めるよう工夫さ
れている。（p.45）
○各時間の学習におい
て，課題の把握，導
入,習得，活用まで，
分かりやすく進められ
るよう構成されてい
る。（p.46）

○学習内容と関連の深
い話題や読み物が「ミ
ニ知識」や「トピック
ス」として紹介され，
学習を広げたり，深め
たりできるよう工夫さ
れている。（p.55）
○学習内容と関連した
写真やグラフ等をまと
めて掲載する「資料」
のページを設け，必要
なデータが参照しやす
いよう配慮されてい
る。（p.90-91）

○災害の写真について
紙面を大きく使って示
し，日常から実践でき
る具体的な備えや行動
について進んで考えて
いけるよう配慮されて
いる。（p.96-99）
○喫煙，飲酒など危険
な行動を避けるための
明確な断り方を自ら考
えさせることで，ライ
フスキル及びコミュニ
ケーションスキルを養
えるようになってい
る。（p.129）

○各学年の章末に「学
習のまとめ」として，
重要な言葉についての
解説や要点についてま
とめ，振り返りができ
るようになっている。
（p.146-147）
○理科や社会科との関
連や総合的な学習の時
間で取り上げることが
できるような内容が掲
載されている。
（p.82-p.83）

○オリンピック・
パラリンピックへ
の興味・関心を高
め，幅広い理解が
できるよう，オリ
ンピック・パラリ
ンピックの歴史の
解説や写真等が掲
載され，詳しく説
明されている。
（口絵1-2, p.38-
39,43）

○ＡＢ変型のワイドな
つくりにより，学習内
容を補うグラフや表な
どが多く配置され，本
文の内容が理解しやす
いよう配慮されてい
る。(p.72)
○大きく色分けされた
爪により体育編や保健
編，内容ごとのまとま
りが把握しやすいよう
配慮されている。
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【保健体育】No.１

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｌ

○飲酒，喫煙等の内容
は，見開きの４ページ
で構成され，その項目
の学習を補完する情報
や話題も具体的な例に
よって示されている。
（p.148-151）
○前半に体育編，後半
に保健編を位置づけ，
そで書きの参照ページ
により，体育と保健の
関連性を高められるよ
う工夫されている。
（p.27,45）

○学習の目標を吹き出
しによって示し，章で
の学習内容の見通しが
持てるよう工夫されて
いる。（p.41,85）
○各時間の学習の冒頭
に「Question」を設
け，各時間の導入時に
生徒の興味・関心を高
める工夫がされてい
る。（p.80）

○口絵では国際的なス
ポーツ大会で活躍する
日本人選手のほか，生
涯スポーツへの道筋が
写真で示され，スポー
ツへの多様な関わりを
喚起するよう工夫され
ている。（口絵1-4）
○「コラム」を掲載
し，興味・関心を高め
る話題や昨今の問題が
多く取り上げられてい
る。（p.28,89）

○学んだことを実際の
場面に当てはめて考え
る課題を設け，教科書
に解答を書き込むこと
で，学習内容を生活場
面で生かせるよう工夫
されている。
（p.29,91）
○県の課題である「体
力の向上」についてそ
の要素を詳しく示し，
体力を高める運動例が
わかりやすく示されて
いる。（p.16-17）

○ページ下に学習内容
と関連する機関のウェ
ブページのＵＲＬが紹
介されており，自ら調
べ学習が取り組めるよ
う配慮されている。
（p.65,97）
○考える，話し合う，
調べる，まとめる，発
表するなどの作業学習
を「Ｔｒｙ」で示し，
学びを深め，発展させ
ることができるよう工
夫されている。
（p.111,121）

○教科書に使用さ
れている用語を，
吹き出しを用いて
具体的な例を上げ
丁寧に説明されて
いる。（p.1-2）

○前半に体育編，後半
に保健編を位置づけ，
そで書きの参照ページ
により，体育と保健の
関連性を高められるよ
う工夫されている。
（p.27,45）
○本文の背景を薄黄色
とし，注や図表などの
補足的な部分との区別
がしやすく，わかりや
すい紙面構成になって
いる。（p.52）

,

Ｐ

○基礎的・基本的な内
容と区別して，「もっ
と広げる深める」「探
求しよう」が配置さ
れ，発展的に学習して
いけるよう工夫されて
いる。（p.50-53）
○各章の扉では，小・
中・高それぞれの段階
での学習内容を示し，
見通しが持てるように
系統性を重視した内容
で編成されている。
（p.34）

○各時間の冒頭に「学
習の目標」と「キー
ワード」の欄が設けら
れており，興味・関心
をもち，見通しをもっ
て学習ができるよう配
慮されている｡
（p.36）
○各章に学習内容に関
連する人物の名言や功
績，職業や資格などを
紹介し，学習内容と社
会との関連を実感でき
るようになっている。
（p.57,85）

○資料やコラム，口絵
等で身近な事例を取り
上げ，興味・関心が高
まるよう工夫がされて
いる。（p.28-29）
○各ページには補充的
な内容や発展的な内容
が取り扱われている
「情報サプリ」の欄が
設けてあり，保健体育
への興味・関心が高ま
るよう工夫されてい
る。（p.18-19）

○各時間に，話し合い
や記述，発表などの言
語活動が取り入れら
れ，特に重要となるも
のには「言語」「協
働」と示されている。
（p.103,109）
○食生活と健康につい
て，具体的な例を示し
わかりやすく説明され
ている。（p.4-5）

○発展的な学習が行え
るよう，その時間に関
する具体的な課題が
「探求」として示され
ている。（p.65,137）
○ユニバーサルデザイ
ンやコミュニケーショ
ンについての内容が掲
載され，総合的な学習
の時間などとの関連が
図られるよう配慮され
ている。（p.23,125）

○オリンピックに
ついて，競技だけ
ではなく，それを
支えた日本の技術
者を紹介するな
ど，様々な視点か
ら学べるように工
夫されている。
（p.175-178）

○対人関係能力や協働
する力など，これから
の時代に求められる資
質，能力の基礎を育て
る内容が「協働」マー
クで示されている。
（p.73，117）
○章のまとめとして
「用語の確認」「基礎
の完成」「活用の問
題」「生活への活用」
と段階を踏んだ問題が
掲載されている。
（p.128-129）
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【保健体育】No.２

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

○内容ＡＢＣにおいて
設計・計画の後に，基
礎技能が集約され，必
要な時に調べやすいよ
うに爪が設けられてい
る。(p.54-73)
○ガイダンスにおいて
は，社会におけるもの
づくりの開発過程と同
様に，ＰＤＣＡサイク
ルを取り入れた内容と
している。(p.12-17)

○実習例が見開き２
ページで示されてお
り，難易度をマークで
表している。(p.74-
77)
○各内容の終末に「学
習のまとめ」が設けら
れ，「大切な用語」が
示されている。
(p.146-147)

○各章の冒頭に「考え
てみよう」「調べてみ
よう」「話し合おう」
「やってみよう」が示
してあり，学習の導入
時に興味・関心を喚起
する工夫がされてい
る。(p.20,22)
○各ページの下段にＱ
＆Ａコーナーが設けて
あり，学習意欲を喚起
する工夫がされてい
る。（全ページ）

○各内容の技術を「社
会，環境，経済」の三
側面から評価できるよ
う，ワークシート例が
掲載されている。
(p.84-89)
○ものづくりの構想を
具体化するために，吹
き出しを使用し，考え
る視点が示されてい
る。(p.40-43)

○自学自習ができるよ
う，「学習のまとめ」
において，「生活にい
かそう」のように課題
が設けられている。
(p.191)
○巻末資料として，小
学校の学習内容「コン
ピュータの基本操作」
が掲載されている。
(p.260-270)

○防災・減災に活
かせる学習内容を
総合的に「防災手
帳」としてまとめ
ている。(巻末)
○全内容の最後
に，「技術分野の
学習を終えて」と
いう章を設け，学
習内容を振り返
り，個々の考えを
記入できるよう構
成されている。
(p.256-259)

○ＡＢ版のため，図表
や写真が大きく数多く
掲載され，資料の特徴
や段階的な変化を細部
まで確認できる。
(p.24-25,34-35)
○学習内容と他教科と
の関連を意識し，「環
境，消費者，防災」等
のマークが示されてお
り，学習の広がりが意
識されている。(p.1)

Ｃ

○実習例を複数提示
し，その製作過程に
沿って，基礎技能を説
明している。（p.36-
47）
○ガイダンスを序章と
して示し，社会で活用
されている製品等を例
に示した内容としてい
る。序章(p.2-8)

○一つの実習例につい
て複数ページを割き，
複数の写真を使用し説
明している。（p.48-
55）
○各内容の終末に「ま
とめ」が設けられてお
り，各章の基本事項を
まとめている。(p.90-
91)

○各章の冒頭に学習の
概要を示し，社会にお
ける関連技術の写真を
掲載している。
（p.56,94)
○工程表や育成計画表
程の中で，作業をうま
くこなすための「コ
ツ」が示されている。
(p.54,55)

○内容Ｃの評価・活用
の場面で，内容Ｄに関
連する課題を提示する
など他の内容と関連付
けた課題設定がなされ
ている。(p.198)
○ものづくりの構想を
具体化するために，使
用目的や強度，加工方
法といった設計要素ご
とに，考える視点が示
されている。(p.63-
69)

○自学自習ができるよ
う，家庭や地域で取り
組める「調べよう」が
設けられている。
(p87,198)
○巻末資料として，学
習した知識・技術が今
後の生活で生かされる
よう，様々な工具や野
菜の栽培概要を示して
いる。(p.262-
263,266)

○巻末に「技術に
かかわるマーク」
という口絵を設
け，学習と生活を
つなげる配慮がさ
れている。（巻末
口絵④）
○言語活動の充実
を意識し，各章の
「考えよう」にお
いて，自分の考え
をまとめる場面が
設定されている。
(p.89,108,198)

○図･表･写真などの資
料，本文のレイアウト
が統一され，学習の流
れがつかみやすくなっ
ている。
(p.36,53,118,119)
○「材料と加工」や
「生物育成」におい
て，製作品や実習例を
章の始めに示し，学習
の流れがつかみやすく
なっている。(p.24-
27,30-31)
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発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括

【技術・家庭（技術分野）】No.１



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習、
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｄ

○製作工程に沿って，
基礎的な技能を説明す
るとともに，参考欄で
発展的な内容が示され
ている。（p.57,59）
○ガイダンスでは，
「知る・できる・考え
る」の観点から社会の
技術を考えられるよう
配慮するとともに，小
学校の学習とのつなが
りを表記している。
（p.4-5)

○実習例を１ページで
示し，部品表が掲載さ
れている。(p.47-52)
○各内容の章ごとに
「学習の目標」を受け
た「振り返り」がある
とともに，各内容の終
末に「学習のまとめ」
がある。(p.87,90)

○各章の冒頭に「考え
てみよう」「調べてみ
よう」「思い出してみ
よう」が示してあり，
興味・関心を喚起する
工夫がされている。
(p.26-27)
○ページ下段に豆知識
のコーナーを設け，学
習意欲を喚起する工夫
がされている。また，
右肩には，各内容で使
用する道具が写真で示
してある。(全ページ)

○各内容の技術を「社
会，環境，経済」の三
側面から評価できるよ
う章立てをするととも
に，内容の巻末に「探
究」として読み物資料
が掲載されている。
(p.84-89)
○ものづくりの構想の
具体化を図るために，
検討項目，設計要素ご
とに視点をまとめてあ
る。(p.24-42)

○自学自習ができるよ
う，学習内容が社会で
活かされている例が
「参考」で示されてい
る。(p.85,130-133)
○巻末資料として，小
学校の学習内容「コン
ピュータの基本操作」
が掲載されている。
(p.250-261)

○各内容の冒頭に
内容に関連する歴
史年表が掲載され
ている。(p.20-
21)
○全内容の最後
に，「技術分野の
出口」という章を
設け，学習内容を
振り返り，個々の
考えを記入できる
よう構成されてい
る。（巻末p.4）

○各章において学習の
目標と振り返りが設け
られており，学習の見
通しがもて，自己評価
ができるようになって
いる。(p.33)
○学習内容を図や表で
簡潔にまとめてあり，
それぞれの特徴が明確
に示されている。
(p.33,105,109)
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【技術・家庭（技術分野）】No.２

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習、
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

○生徒のつまずきやす
い調理や製作のポイン
トが「基礎技能」に集
約され，必要な時に調
べやすいように爪が設
けられている。
（p.52-57）
○「生活の課題と実
践」では，進め方，課
題の決め方，まとめと
発表の仕方が具体例や
ヒントを挙げて詳しく
説明されている。
（p.252-261）

○内容ＢＣＡＤの順に
構成され，衣食住の内
容から学び始める。
「生活の課題と実践」
は最後にまとめて掲載
されている｡（p.1-2）
○記述等による「まと
めよう」や自己評価及
び確認問題の「学習の
まとめ」が設けられ,
学習内容を積み上げな
がら定着を図る工夫が
されている。
（p.187,222-223）

○各内容や各章の学習
内容の流れや関係性及
び小学校の学習内容
を，矢印等を用いて見
開きで示し，見通しや
関心をもって学習が進
められるよう配慮され
ている｡（p.100-103）
○消費者トラブルや消
費者の権利と責任につ
いて，生徒に身近な具
体例とイラストで説明
されている。（p.234-
239）

○家庭分野の学習の進
め方として，問題を解
決するための一連の過
程を示し，「生活の課
題と実践」の進め方と
統一を図っている。
（p.14-15,252-253）
○調理実習例の手順が
すべて写真付き６段階
の横の流れで記載さ
れ，調理手順の計画や
調理上の変化の理解が
しやすくなっている。
（p.60-61,68-69）

○乳児の特徴(p.221)
やフェアトレード
(p.241)など，発展的
な学習が「発展」と明
示され，各内容に一つ
ずつ設けられている。
○家庭での実践課題が
「生活に生かそう」で
提案され，「学習のま
とめ」で生徒自らが考
え，「生活の課題と実
践」の取組を促すよう
工夫されている。
（p.119,173）

○家庭分野の学習
でよく使われる用
語が「言葉のペー
ジ」に集約・解説
されている。
（p.270-271）
○左利きの用具や
食品の扱い方の写
真が掲載されてい
る。（p.53,124）

○ＡＢ判のため，図表
や写真が大きく数多く
掲載され，資料の特徴
や段階的な変化を細部
まで確認できる。
(p.60)
○生活の自立に必要な
基礎・基本に重点をお
いた学習課題が設定さ
れ，生活の課題の解決
に向けた学習過程や手
立てが示されている。
(p.187,222-223)

Ｃ

○導入ワーク「Ｑ」や
図表・写真を紙面の上
半分に配置し，本文で
図表・写真の意味を説
明したり，例を挙げた
りしながら詳しく解説
している。（p.240-
241）
○各章の最初に「自立
度チェック」が設けら
れ,自己の課題に気付
かせ，学習内容を示唆
したうえで学習が進め
られるよう配慮されて
いる。（p.30-31）

○内容ＡＢＣＤの順に
構成され、各内容の最
後に「生活の課題と実
践」が掲載されてい
る。（p.2-3）
○各項目の「キーワー
ドチェック」及びキー
ワードの確認と学習を
生活に生かすための実
践を記述する「学習の
ふり返り」が各内容の
最後に設けられ,知識
の定着を重視した構成
になっている。
（p.60-61）

○各章の導入には，学
習内容につながる身近
な物の実物大写真やク
イズが掲載され，興味
をもって学習を進める
工夫がされている。
(p.69,173）
○製作について，１つ
の実習題材例をアレン
ジした作品例が複数掲
載され，学習意欲を喚
起する工夫がされてい
る。（p.39,217）

○「生活の課題と実
践」では，進め方を吹
き出し型のコメントに
して，生徒の発達や思
考の流れに沿った形で
示している。（p.62-
67）
○調理実習例が主食，
主菜，副菜，汁物に分
類して掲載され，組み
合わせて献立を考える
ことができる工夫がさ
れている。（p.116-
131）

○地域の伝統的な器や
進化する衣服など，発
展的な学習には，「発
展」と明記され，各内
容ごとに複数設けられ
ている。
（p.141,191）
○家庭や地域で取り組
める「調べよう」が掲
載されている。
（p.49，165）

○「生活の課題と
実践」の事例にお
いては，技術分野
と連携して学習で
きるよう配慮され
ている。（p.144-
145）

○導入のワーク，図
表・写真などの資料，
本文のレイアウトが統
一され，学習の流れが
つかみやすくなってい
る。
○自立度チェックやク
イズなどにより自己の
課題や興味・関心を喚
起し，確認問題等によ
り，生活の自立に必要
な基礎・基本について
定着を図る構成になっ
ている。
(p.30-31,60-61)

選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【技術･家庭（家庭分野）】No.１

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括
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　１　内容、程度、
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性、県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習、
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｄ

○内容ＡＢＣの最後に
は，環境に配慮した生
活の工夫を考える「持
続可能な社会をつく
る」が設けられ，内容
Ｄを内容ＡＢＣと関連
させて扱う工夫がされ
ている｡（p.207,241）
○「生活の課題と実
践」では，探究方法を
具体的に例示し，課題
例が複数掲載されてい
る。（p.246-257）

○内容ＡＢＣＤの順に
構成され，「生活の課
題と実践」は最後にま
とめて掲載されてい
る。(P.1）
○各項目ごとに，学習
目標を受けた自己評価
と記述による「ふり返
り」があり，各内容ご
とに，自己評価及び気
付いたこと・生活に生
かしていきたいことを
記述する「学習のまと
め」がある。（p.49，
59）

○消費者トラブルの解
決に向けた過程や消費
者の権利と責任につい
て，生徒に身近な事例
のストーリーに沿って
説明されている。
（p.226-227,232-
233）
○全ページの右上に衣
食住に関する写真やコ
メント等が掲載されて
いる。
（p.21,117,227）

○家庭分野の学習の進
め方として，生活の課
題を解決するための一
連の過程を示し，その
過程でどのような言語
活動に取り組むのかを
「言語活動の充実のた
めに」で，写真や例を
用いて説明されてい
る｡（p.8-9,260-263）
○実験や観察の方法，
結果例を写真で示し,
科学的な理解が進めら
れるようになってい
る。（p.103,111）

○食品に含まれる成分
を目で確かめる実験や
災害時の食事など，発
展的な学習には，「発
展」と明示され，各内
容に複数設けられてい
る。（p.70-71,140）
○内容ごとに「探究」
と明示された，学習内
容を広げたり深めたり
する資料が例示や提案
として掲載されてい
る。（p.41,222-223）

○食品と栄養素の
関係と食品の概量
と食品群別摂取量
の目安が一目で確
認できるよう折込
を設けている。
（p.72-74）

○写真と簡潔にまとめ
られた本文により，生
活の自立に必要な基
礎・基本の確実な習得
を重視し，参考・発展
等の区分を明確にして
構成されている。
○生活の課題の解決に
向けた学習過程とそこ
で取り組む言語活動の
例や意図が示されてい
る。(p.49,59)
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【技術・家庭（家庭分野）】No.２

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ａ

〇各学年の教科書の総
ページ数及び「Unit」
数は，１年151ページ
11Unit，２年151ペー
ジ７Unit，３年151
ページ６Unitである。
〇各Unitの題材や目標
等の一覧表が掲載さ
れ，見通しをもって学
習できるよう工夫され
ている。（全学年p.2-
3）

〇本編は「Unit」
「Daily Scene」
「Presentaion」の３
部を組み合わせて学習
し，習得から活用への
流れを通じて，コミュ
ニケーションの能力が
養われるよう構成され
ている。（全学年p.2-
3）
〇見開きの左側に本文
と語句，右側に基本
文・基本練習などを配
した構成になってお
り，教科書に直接記入
するスペースも十分に
ある。（1年p.38-39）

〇学習した題材に関連
する情報を紹介する
「一言メモ」や「コラ
ム」が随所にあり，生
徒の興味・関心を高め
るよう工夫されてい
る。（3年p.11,63）
○「Dairy Scene」で
は，電話や食事などの
具体的な場面で使える
表現を扱い，学習内容
が身近に感じられるよ
う工夫されている。
（1年p.64-65,3年
p.16-17）

〇各パートの「Read
and Think」のＱ＆Ａ
では，回答の記入欄を
設け，書く力をつけて
いけるよう工夫されて
いる。（2年p.11,13）
〇１年の「Speak&
Write」で基本文型を
応用した英作文の問題
に取り組むことによ
り，学習内容を定着さ
せる工夫がされてい
る｡（1年p.41,43）

〇「学び方コーナー」
では，辞書の使い方や
発音のしかたなどが示
してあり，主体的に学
習する力が身につくよ
う工夫されている。
(1年p.37,52,53,115)
○全学年巻末にある
「Bonus Word Box」に
加えて，裏表紙の
「Word Room」には身
近に使える語句をジャ
ンル別に示し，表現の
幅を広げるよう工夫さ
れている。(３年裏表
紙)

〇例を参考にしな
がら詩を書く題材
が扱われており，
英語に親しみなが
ら表現力をつける
よう工夫されてい
る。(2年p.90-91)

○国際協力，伝統文
化，環境，平和，福
祉，職業などの幅広い
内容を扱い，それぞれ
の内容について考えさ
せることができるよう
工夫されている。(2年
p.96,3年p.54,58)
〇「Presentation」で
はモデル文に加えて別
表現を使った複数の例
文が示され，表現力を
養うよう配慮されてい
る。(2年p.114-115，
3年p.18-19)

Ｄ

〇各学年の教科書の総
ページ数及び
「PROGRAM｣｢Reading｣
で構成される単元数
は,１年151ページ11単
元，２年151ページ12
単元，３年143ページ
９単元である。
○１年「PROGRAM１」
で，見開き全面にアル
ファベットを３～４回
書き込んで練習できる
ようするなど，丁寧に
文字指導ができるよう
工夫されている。(1年
p.18-19)

○見開き左側に基本文
「Basic Dialog」や練
習問題を，右側に本文
を掲載し，新出の文構
造を学習した後に運用
の仕方を学ぶ構成と
なっている。
（1年p.72-73）
○各単元後の｢Power-
up｣では４技能の１つ
を焦点化し，学習内容
を発展させた活動を行
えるよう工夫してい
る。（1年p.28）

○題材に登場する国々
や都市の位置を地図で
示すことで，生徒の興
味・関心を高めたり，
題材への理解を深めた
りするよう工夫されて
いる。
(2年p.19,47,76,97）
○巻末資料の「単語と
熟語」に，その単語に
まつわる文化や言語に
ついての知識を載せ，
関心・意欲を引き出す
よう工夫されている。

○各学年巻末に３年間
の「できるようになっ
たことリスト」を示
し，英語学習の見通し
と課題・振り返りの意
識をもって取り組める
よう工夫されている。
○各学年とも２～４単
元終えたところで「My
Project」を配置し，
思考力・判断力・表現
力を身につけるための
総合的・統合的な活動
の機会を設けている。
（2年p.36,72,106）

○各学年とも単元間に
「英語のしくみ」を設
定し，学習内容を整理
し，練習問題に取り組
みながら定着させてい
けるよう工夫されてい
る。（2年p.16-17）
○各学年に辞書の活用
を示したページを設定
し，「辞書を引く」
「情報を読む」「使い
こなす」という段階を
おって学習できるよう
工夫されている。(1年
p.23,2年p.7,3年p.7）

○１年巻末に添付
された｢アクショ
ンカード｣を活用
することにより，
一般動詞の意味や
用法の定着を図る
工夫がされてい
る。

○基礎・基本習得のた
めの｢Basic Dialog｣
（1年p.78-83）とコ
ミュニケーション能力
習得のための「Power-
up｣（1年p.84）や「My
Project｣（1年p.86）
が段階的に配置され，
自ら発信する力を育む
よう工夫されている。
○人の生き方(3年
p.84)や平和の希求(3
年p.38)について扱
い，それぞれの内容に
ついて考えられるよう
工夫されている。
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選　　定　　に　　必　　要　　な　　資　　料
【英語】No.１

発
行
会
社

選　定　に　必　要　な　資　料　の　観　点

総　　　括



　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｅ

〇各学年の教科書の総
ページ数及び｢Lesson｣
数は，１年157ページ
９Lesson，２年163
ページ８Lesson，３年
163ページ７Lessonで
ある。
○各「Lesson」に設け
られた「Review」で
は，基本文の復習や長
文読解などを通して学
習内容が定着するよう
工夫されている。（2
年p.74-75）

○１年の最初の単元の
導入で一般動詞likeを
用いるなど，外国語活
動から円滑に接続する
ように配慮されてい
る。また，新出と既習
の基本文を対比させ，
文型の違いを区別しや
すくしている。(１年
p.20,75)
○各学年とも４つの
「Chapter」にそれぞ
れ目標が設定され，
「Chapter」内の
「Lesson」の学習を通
して目標が達成できる
ようになっている。

○「Braille」では，
実物の点字を掲載し，
実際に点字に触れるこ
とで生徒の興味・関心
を高めるよう工夫され
ている｡（1年p.110）
○２年で日本の昔話
「泣いた赤おに」を取
り上げたり，全学年で
世界的に有名な英語の
歌を楽譜付きで掲載し
たりして，生徒の興
味・関心を高めるよう
工夫されている。（1
年p.59,2年p.76,92,3
年p.78）

○各「Lesson」の終わ
りに｢Review｣を設け，
Speaking,Listening,
Reading，Writingの
コーナーで，４技能の
定着を確認するよう工
夫されている。（2年
p.24-25）
○｢Chapter Project」
では既習事項を使った
表現活動に段階的に取
り組み，４技能をバラ
ンスよく身につけるよ
う配慮されている。
（3年p.90-93）

○各学年の巻末付録
に，「つづりと発音」
について示しており，
つづりと発音の関係を
覚えることができるよ
う工夫されている。(1
年p.135,2年p.137,3年
p.128)
○「Word Tree」で
は，テーマに関連する
語彙や言い方を複数紹
介し，表現の幅を広げ
る工夫がされている。
（1年p.29,45,2年
p.118-119,3年p.18-
19）

○「Check It
Out」の文法説明
では，品詞ごとに
色分けをしたり，
日本語の語順と対
比したりして，視
覚的に理解を促す
よう配慮されてい
る。（1年p.84）

○各「Chapter」の扉
に学習を通してどんな
ことができるようにな
るか明示している。
（1年p.19,2年p.5，3
年p.5）
○全学年の各｢Lesson｣
の最後に配置されてい
る「Review」では，基
本文の復習問題や長文
読解問題などを扱い，
４技能をバランスよく
身につけるよう工夫さ
れている。（2年p.14-
15）

Ｆ

〇各学年の教科書の総
ページ数及び｢Lesson｣
数は，１年159ページ
９Lesson，２年159
ページ８Lesson，３年
159ページ７Lessonで
ある。
○基本文導入のための
「GET」の本文が短い
ため音読しやすく，全
学年ブロック体で表記
されている。（1年
p.70-75,2年p.70-73,3
年p.88-91）

○「GET」の基本文に
は，「現在完了（継
続）」や「間接疑問」
などの文法用語や意味
が表示されており，文
法事項を整理して学べ
るよう配慮されてい
る。（3年p.12，90）
○新出基本文を習得す
る上で有効な言語材料
が「Word Bank」にあ
り，「Practice」での
活用を通して，基礎・
基本を身に付けること
ができるよう工夫され
ている。（3年p.41）

○各「Lesson」の扉に
はその単元の目標が
テーマ性のある写真や
絵とともに明記されて
おり，見通しがもてる
よう工夫されている。
（1年p.87,2年p.23,3
年p.11）
○「USE」の「Read」
には，物語，コラム，
メールなどの多様な英
文を取り上げ，学習内
容を活用につなげる配
慮がされている。（1
年p.104-105,2年p.16-
17,3年p.92-94）

○３年間の学習のしめ
くくりとして，英語と
かかわりながら働く
人々や島根県出身のプ
ロテニスプレイヤー錦
織圭を題材として扱
い，自分の将来と英語
のかかわりを考えるこ
とができるよう工夫さ
れている。（3年
p.108）
○「Project」では，
４技能が統合された活
動に取り組むことで，
学習内容が定着するよ
う工夫されている。
（１年p.46-47）

○「For Self-study」
で，辞書の引き方（１
年p.86）や学習方法
（2年p.84,3年p.86）
など，自主学習を行う
ためのヒントを紹介し
ている。
○付録には，発展的な
読み物教材や文法，音
の説明，ジャンル別の
単語の一覧等が取り上
げられ，学習内容を確
かめたり深めたりでき
るよう工夫されてい
る｡（2年p.116,
126,128,136）

○プレゼンテー
ションやディス
カッションに焦点
を当てた単元を設
定し，表現力を高
めるよう工夫され
ている。(2年
p.85-98,3年
p.102-103)

○基本文導入の
「GET」では，全学年
にわたって音読しやす
い短い本文になってお
り，繰り返し読むこと
ができるよう配慮され
ている。
○国際理解，人権，福
祉，環境，平和等の今
日的な題材が取り上げ
られており，生徒の課
題解決や社会貢献の意
欲を高める内容になっ
ている。
(2年p.23,112,3年
p.38,70,104)
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　１　内容，程度，
　　　分量等

　２　教材の選択
　　　や構成等

 ３　興味・関心を
     高める工夫

 ４　教科の特性，県
 　　の実態や課題へ
 　　の適合等

　５　発展的学習，
　　　自学自習に
      ついての工夫

　６　その他

Ｇ

〇各学年の教科書の総
ページ数及び｢Lesson｣
数は，１年本冊143
ページ別冊48ページ９
Lesson，２年本冊143
ページ別冊40ページ８
Lesson，３年本冊143
ページ別冊36ページ６
Lessonである。
○１年では身近な話
題・文化比較，２年で
は環境・福祉・職業，
３年では日本の伝統文
化・世界で活躍する日
本人など，各学年に応
じたテーマが設定され
ている。（2年p.66-
77）

○各「Lesson」を
Hop，Step，Jumpの３
段階のパートに分けて
基礎から発展につなが
る構成になっており，
各パートごとに学習の
目標が明示されてい
る。
○「Lesson」を２～３
終了したところでJump
の「Project」が設定
され，４技能を統合し
た活動を行う構成に
なっている。（1年
p.48-49）

○国内だけでなく，ア
ジアや北欧，アフリカ
などの複数の国々を題
材として取り上げ，興
味・関心を高めるよう
工夫されている。（2
年p.84,94,96,98）
○題材に過去の偉人の
他，現在世界で活躍し
ている日本人を複数取
り上げ，生徒の興味・
関心を高める内容と
なっている。(3年
p.60,64,66)

○巻末に３学年分の
「Can-Do 自己チェッ
クリスト」を掲載し，
４技能別に到達目標や
関連箇所を示し，目標
や課題を確認できるよ
うになっている。（全
学年p.142）
○各学年「Jump」の
「Project」は，まと
まった量のつながりの
ある文章を書く指導へ
発展できる内容になっ
ている。（1年p.84-
85）

○各学年の巻末付録に
辞書の引き方を紹介
し，自学自習につなが
るよう工夫されてい
る。(1年p.128,2年
p.110,3年p.92)
○全学年に別冊が設け
られ，本冊のページに
対応させた新出語や基
本文に関する問題が掲
載され，赤色シートを
用いて繰り返し復習で
きるよう工夫されてい
る。

○１年巻末に折り
込みでＰＣキー
ボードの図を示
し，ローマ字入力
でのタイピング方
法が解説されてい
る。

○本冊と別冊の２冊で
構成され，別冊は授業
での利用だけでなく，
生徒自身で繰り返し復
習できるように工夫さ
れている。
○巻末に３学年分の
「Can-Do 自己チェッ
クリスト」を掲載し，
４技能別に到達目標や
関連箇所を示し，目標
や課題を確認できるよ
うになっている。

Ｊ

〇各学年の教科書の総
ページ数及び「Unit」
数は，１年167ページ
11Unit，２年159ペー
ジ９Unit，３年151
ページ７Unitである。
○球技大会やバンド練
習など中学生にとって
身近な出来事を題材の
中心にしながら，それ
らに関連付けて世界に
目を向けるよう工夫さ
れている。（1年
p.108-116）

○１年から３年までの
各「Unit」の本文は，
登場人物たちが中学校
でのさまざまな出来事
や経験を通じてともに
成長していく一連の物
語になっている。
○各「Unit」の冒頭に
聞き取り活動を設定
し，「Unit」本文の概
要を把握できるよう工
夫されている。（1年
p.69）

○各パートの「Try
It!」で取り上げる場
面は，本文とつながり
のある登場人物のやり
とりに設定し，好奇心
を喚起するよう工夫さ
れている。（1年
p.123)
○「Unit」本文は，中
学生の様々な出来事や
経験で展開されている
ので，ともに考え，共
感しながら学習できる
よう工夫されている。
（1年p.108-114）

○「ＣＬＩＬ」で他教
科の学習内容につい
て，英語を使って考え
る学習が設定されてい
る。（1年p.88，2年
p.44，3年p.34)
○各パートの上欄に音
読回数のチェック欄を
設けたり，長文の読み
物教材の最後に使用語
数を明記したりして，
自分の取り組みを振り
返られるよう配慮され
ている。（1年p.30，
143）

○各学年の「Your
Coach」で，辞書の使
い方やまとまりのある
文章を「読む」「書
く」「聞く」力をつけ
るためのポイントが解
説されている。（1年
p.26,58）
○各学年の「Word
Square」で様々なカテ
ゴリーに関連する単語
や語句を示し，自己表
現活動の幅を広げるよ
う工夫されている。
（1年p.90）

○イラストを見て
登場人物のセリフ
や心理を考えさせ
る場を設定し，コ
ミュニケーション
能力を育む配慮が
されている。(1年
p.112，2年p.30）

○中学生の登場人物た
ちが日常生活の様々な
経験をとおして成長し
ていく物語の構成に
なっているため，各場
面を身近に感じながら
学習を進めていけるよ
う工夫されている。
○各「Unit」の冒頭の
聞き取り活動をとおし
て，「Unit」全体の概
要を把握して学習に入
ることができるよう工
夫されている。
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